
1 

 

2023年度 大分リハビリテーション専門学校 言語聴覚士科 

分 野 基 礎 分 野 科目区分 人 文 科 学 

科 目 名 倫 理 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 佐藤朋子 平岡賢 藤本知宏  

授業 概要

及び 

到達目標 

人間はだれしも人間として「よく生きる」ことを願っている. 無意味にすごしてよいと考え

るものはいない. 

だが, 「よく生きる」とはどのようなことだろうか. どのような価値を身につけるとき, それ

は実現するのだろうか. そのことを考えていく． 

授業内容/

計画等 

1. 倫理学概論 

2. 職業倫理 

3. 自立の尊重を伴う事例 1 

4. 自立の尊重に伴う事例 2 

5. 善行の視点からの事例 1 

6. 善行の視点からの事例 2 

7. 医療における心理と倫理 1 

8. 医療における心理と倫理 2 

9. 患者と倫理的配慮 1 

10. 患者と倫理的配慮 2 

11. 障害児と倫理的配慮１ 

12. 障害児と倫理的配慮２ 

13. 研究倫理１ 

14. 研究倫理２ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

レポート, 筆記試験 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

講義に必要な資料・プリントは必要に応じて配布する。 

その他 授業は講義以外に, 発表と討論の時間も設ける. 
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 人 文 科 学 

科 目 名 文 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 光法 真帆 

授業 概要

及び 

到達目標 

・ 日本文学を理解し、興味を持つことで、社会人として必要な一般教養を身につけ

る。 

・ 実践授業を実施し、資格の取得、就職に関わる国語表現能力を身につける。 

授業内容/

計画等 

1. 文学の概要 2択漢字 

2. 上代文学史 自己推薦書 志望理由書 

3. 中古文学史 履歴書 

4. 中古文学史 接遇 

5. 中世文学史 手紙とメール 

6. 中世文学史 電話 

7. 近世文学史 面接 

8. 近世文学史 面接(実践) 

9. 近代文学史 レポート発表 

10. 近代文学史 レポート発表 

11. 近代文学史 レポート発表 

12. 近代文学史 レポート発表 

13. 現代文学史 レポート発表 

14. 現代文学史 レポート発表 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

筆記試験(ノート持ち込み可)、ノート提出・レポート提出 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

随時、プリントなど 

その他  
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 社 会 科 学 

科 目 名 教 育 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 伊藤 安浩 

授業 概要

及び 

到達目標 

人間の成長や発達にとっての「教育」の本来的意味を, 人間の原型と考えられる「子ど

も」という存在を中心にして, 考えられるようになることをねらいとする. 

 

授業内容/

計画等 

1. なぜ「教育学」を学ぶのか 

2. 「学校」と「教育」の現状の批判的検討 

3. 語源から見た「教育」の意味 

4. 人間の成長と発達における「未成熟」の意味〜カントの見解〜 

5. 人間の成長と発達における「未成熟」の意味〜デューイの見解〜 

6. アダムソン『野生のエルザ』の教訓 

7. 人間の成長と発達における「教育」の意味 

8. 歴史的また社会的な文脈における「子ども」〜古代・中世〜 

9. 歴史的また社会的な文脈における「子ども」〜近世・近代〜 

10. 「子ども（児童）の権利条約」の意義 

11. 子どもの成長と発達における「家族」の意義 

12. アメリカとの比較における日本の「子ども」観の特徴 

13. アメリカとの比較における日本の「家族」観の特徴 

14. アメリカとの比較における日本の社会や学校の文化的風土の特徴 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・期末試験は論述式で行う. 評価割合は, 期末試験 70％, 随時実施する小テスト 20

点, 出席状況・受講態度 10％とする. 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

特に指定しない. 随時プリントを配布する. 

その他  
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 社 会 科 学 

科 目 名 社会福祉援助技術 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 ３年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

井元 哲也 

医療ソーシャルワーカー、ケアマネジャとしての現場経験を持ち、実際の多数の症例

を通して社会福祉の援助技術に関する豊富な経験を有している． 

授業 概要

及び 

到達目標 

社会福祉援助技術は人に対する援助という点で言語聴覚士のそれと通じる .社会福

祉援助技術の体系を熟知し, その手法を理解することができる．それを活用して, 言

語聴覚士としての対人援助技能を高めることができる.  

授業内容/

計画等 

1. 社会福祉援助技術の体系 

2. 相談援助の形成過程Ⅰ 

3．相談援助の形成過程Ⅱ 

4．相談援助の理念・専門職倫理とジレンマ 

5．相談援助の構造と機能 

6．相談援助の展開過程Ⅰ 

7．相談援助の展開過程Ⅱ 

8．中間まとめ 

9．面接技術 

10．ケアマネジメント 

11．相談援助における社会資源の活用・調整・開発Ⅰ 

12．相談援助における社会資源の活用・調整・開発Ⅱ 

13．社会保障制度について 

14．まとめ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

「相談援助の基盤と専門職」中央法規出版 

「相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱ」中央法規出版   

＊購入の必要はありません 

その他 随時プリント資料を配布する 
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 自 然 科 学 

科 目 名 生 物 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 永野 昌博 

授業 概要

及び 

到達目標 

Ⅰ．生物を見分ける能力を身に付ける．   

 Ⅱ．生物・生命の共通性と多様性について理解する． 

 Ⅲ. 生物の遺伝のしくみと進化について理解する．  

 Ⅳ．生物多様性・生態系の恩恵について理解する． 

授業内容/

計画等 

1. 生物とは？ ～生物の定義とウィルス～ 

2. 細胞膜と異化 

3. 同化と光合成 

4. 遺伝とは？  

5. 進化とは？ ～化学進化と生物進化～ 

6. 進化とは？ ～自然選択と遺伝的浮動～ 

7. 進化とは？ ～地理的隔離と生殖隔離～ 

8. 社会性行動の進化 

9. 行動の進化とゲーム理論 

10. 生物多様性とは？ ～種の多様性と遺伝子の多様性 

11. 種生物多様性とは？ ～生態系の多様性 

12. 生物間相互作用とは？ ～共生と競争～ 

13. 生態系サービス 

14. 生物多様性戦略 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

プリントを配布する. 

その他  
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 自 然 科 学 

科 目 名 統 計 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 馬場 清 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

仮説検定の考え方と方法を学ぶ. これは, たとえば, 新しい治療法が今までの治療法

と比べて, 効果があったかどうかを統計的に検証できる方法である. 卒業後, 自分で

データを集めて, 実地に仮説検定が行えるための基礎を学ぶ. 

 

授業内容/

計画等 

1．母集団とサンプル 

2．正規分布と標準正規分布 

3．仮説検定の考え方 

4．仮説検定の例 

5．両側検定と片側検定 

6．問題演習 

7．ｔ分布とｔ検定 

8．2サンプル平均値検定 

9．対応のある 2サンプル平均値検定 

10．1サンプル比率検定 

11．2サンプル比率検定 

12．カイ 2乗検定の手順 

13．カイ 2乗検定の例 

14．感度・特異度，オッズ比 

15．定期試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

随時プリント資料を配布する 

その他  
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 外 国 語 

科 目 名 英 語 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 佐藤 恭子 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

基本的となる英単語や英語表現を身につけ, 英語を話したり, 聞いたりしてコミュニュ

ケーション能力を養う一方で, 医療や健康に関する英語の読み物を通して, 医療スタ

ッフとしての心構えや姿勢を学び取る。また, 英語の歌・ゲームなどにふれることで, 英

語や外国の文化に対する興味を深める。 

 

授業内容/

計画等 

1. 自己紹介・授業のオリエンテーション 

2. ワークシート・fifty-fifty L.1 

読み物教材 L.1 (You can live to be a hundred)・英語の歌 

3. 小テスト・fifty-fifty L.1 

読み物教材 L.1 (You can live to be a hundred)・英語の歌 

4. ワークシート・fifty-fifty L.2 

読み物教材 L.１ (Ten ways to prevent cancer)・英語の歌 

5. 小テスト・fifty-fifty L.2 

読み物教材 L.2 (Ten ways to prevent cancer)・ゲーム 

6. ワークシート・fifty-fifty L.3 

   読み物教材 L.２(Smoking tobacco is suicide)・英語の歌 

7. 小テスト fifty -fifty L.3 

読み物教材 L.２ (Smoking tobacco is suicide)・英語の歌 

8. ワークシート・fifty-fifty L.4  

読み物教材 L.３ (Passive smokers are in danger too)・英語の歌 

9. 小テスト・fifty-fifty L.4  

読み物教材 L.３ (Passive smokers are in danger too)・ゲーム 

10. ワークシート・fifty-fifty L.5 

読み物教材 L.３ (Exercise for good health)・英語の歌 

11. 小テスト・ fifty-fifty L.5  

読み物教材 L.４ (Exercise for good health)・英語の歌 

12. ワークシート・fifty-fifty L.6  

読み物教材 L.４ (Healthy food for a healthy body)・英語の歌 

13. 小テスト・fifty-fifty L.６ 

読み物教材復習 (Healthy food for a healthy body)・ゲーム 

14. ワークシートのまとめ・テスト対策 

15. 期末試験   
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授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・定期試験(筆記試験・リスニングも含む) 、ワークシートを基にした単語テスト 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

 

テキスト参

考図書 

・fifty-fifty  (Longman) 

・health talk (Macmillan Languagehouse) 

・ワークシート(オリジナル教材) 

・授業内容に合わせての補助プリントを配布し、評価の対象に加える. 

その他  
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 外 国 語 

科 目 名 英 語 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 佐藤 恭子 

授業 概要

及び 

到達目標 

基礎的な英単語や英語表現を身につけ, 英語を話したり, 聞いたりしてコミュニケーシ

ョンの能力を養う一方で, 医療や健康に関する英語の読み物を通して, 医療スタッフ

としての心構えや姿勢を学び取る。また, 英語の歌・ゲームなどにふれることで, 英語

や外国の文化に対する興味を深める。  

 

授業内容/

計画等 

1.ワークシート・fifty-fityL.7 

    読み物教材 L.５, 英語の歌 

2. 小テスト fifty-fityL.7 

    読み物教材 L.５, 英語の歌 

3.ワークシート fifty-fityL.８ 

    読み物教材 L.５, 英語の歌 

4. 小テスト fifty-fityL.8 

    読み物教材 L.６, ゲーム  

５.ワークシート fifty-fityL.9  

    読み物教材 L.６, 英語の歌 

6. 小テスト fifty-fityL.9 

    読み物教材 L.６, 英語の歌 

7. ワークシート fifty-fityL.10  

    読み物教材 L.７, 英語の歌 

8.  小テスト fifty-fityL.10 

    読み物教材 L.７,  ゲーム 

9. ワークシート fifty-fityL.11  

    読み物教材 L.７,  英語の歌 

10. 小テスト fifty-fity L.11 

    読み物教材 L.８, 英語の歌 

11. ワークシート fifty-fityL.12 

    読み物教材 L.８ 英語の歌 

12. 小テスト fifty-fityL.12 

    読み物教材まとめ,  ゲーム 

13. ワークシート fifty-fityL13 

    読み物教材 L. 8 

14. ワークシートのまとめ・テスト対策 

15. 期末試験  
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授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・定期試験(筆記試験・リスニングも含む) 、ワークシートを基にした単語テスト 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

 

テキスト参

考図書 

・ fifty-fifty  (Longman)  

・ health talk (Macmillan Languagehouse) 

・ ワークシート(オリジナル教材) 

・ 授業内容に合わせての補助プリントを配布する. 

その他  
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 外 国 語 

科 目 名 英 語 Ⅲ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 佐藤 恭子 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

・中学程度の英文を自分に当てはめて, 自分のことを話せる.  

・健康や医療に関する記事を読む. 

・外国の患者さんに対して簡単な応答が英語でできる.  

・英語の歌を鑑賞し, 英語の歌を聴いたり歌ったりすることを楽しむ. 

授業内容/

計画等 

■内容 

・ペアワークやグループで, 自分について英語で話す活動を行う。 

・医療や健康に関する英文記事を読んで理解する。 

■計画 

1. 授業についての説明・名前 

2. 年齢・誕生日 

3. 身長・出身地 

4. 性格・人柄 

5. 職業 

6. 学校，学年，専攻 

7. 得意[苦手]な科目 

8. クラブ・サークル活動 

9. 住所・メールアドレス・電話番号 

10. 自宅の場所 

11. 目印になる建物・施設・店 

12. 住居・同居者 

13. 故郷・故郷の有名な場所・物 

14. 家族構成・両親・祖父母・兄弟・姉妹 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験(筆記試験・リスニングも含む) 、「自己表現ノート」の充実度 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する・ 

テキスト ・「意味順」でまるわかり! どんどん話すためのカンタン英作文 

・読み物記事・英語の歌などの補助プリントを適宜配布. 

その他 B5サイズのノートを各自１冊購入し、 学習内容を書き込む「自己表現」ノートを作る。 
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 外 国 語 

科 目 名 英 語 Ⅳ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 佐藤 恭子 

 

授 業 概 要

及び 

到達目標 

・中学程度の英文を自分に当てはめて, 自分のことを話せる.  

・健康や医療に関する記事を読む. 

・外国の患者さんに対して簡単な応答が英語でできる.  

・英語の歌を鑑賞し, 英語の歌を聴いたり歌ったりすることを楽しむ. 

授業内容/

計画等 

■内容 

・健康や医療に関する記事を読む. 

・ペアワークや４人グループで自分について英語で話す活動を行う. 

■計画 

1. ペット 

2. 趣味:コレクション, 楽器演奏 

3. 興味のあること, 好きなもの 

4. 好きなテレビ番組, 好きな読み物 

5. 熱中していること 

6. より好きなもの, いちばん好きなもの 

7. 余暇の過ごし方 

8. どんな友達, 友達とすること 

9. 恋愛・結婚など 

10. 健康・運動・ダイエット 

11. 病気の症状 

12. 自分の感情 

13. 欲しいもの 

14. 希望・夢 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験(筆記試験・リスニングも含む) 、「自己表現ノート」の充実度 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト ・「意味順」でまるわかり! どんどん話すためのカンタン英作文 

・発音, 表現, 歌などの補助プリントを適宜配布 

その他 ・配布プリントを貼ったり, 学習内容を書き込んだりする『自己表現ノート』  

 の継続使用 
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 保 健 体 育 

科 目 名 保 健 体 育 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 松田 史朗 

授業 概要

及び 

到達目標 

現在, わが国の現状を見ると自由時間の増加や生活水準の向上, 高齢化社会の到

来など著しく変化してきた. また多くの人々が余暇の活用としてスポーツを楽しむ時

代となり, 健康の増進や体力の向上を図るとともに, 生涯を通じて運動を実践する態

度や能力を身につける.  

授業内容/

計画等 

1. バレーボール 

2. バレーボール 

3. バレーボール 

4. バレーボール 

5. バレーボール 

6. バドミントン（卓球） 

7. バドミントン（卓球） 

8. バドミントン（卓球） 

9. バドミントン（卓球） 

10. バスケットボール 

11. バスケットボール 

12. バスケットボール 

13. バスケットボール 

14. バスケットボール 

15. 期末試験 

 

※各競技についての準備や試合ができる

ための簡単なルールについて試合を通

じて解説する.  

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・出席状況や授業中の実技（試合）50％および定期試験 50％  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

 なし 

その他  
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分 野 基 礎 分 野 科目区分 保 健 体 育 

科 目 名 保 健 体 育 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 松田 史朗 

授業 概要

及び 

到達目標 

現在, わが国の現状を見ると自由時間の増加や生活水準の向上, 高齢化社会の到

来など著しく変化してきた. また多くの人々が余暇の活用としてスポーツを楽しむ時

代となり, 健康の増進や体力の向上を図るとともに, 生涯を通じて運動を実践する態

度や能力を身につける.  

授業内容/

計画等 

1. バレーボール 

2. バレーボール 

3. バレーボール 

4. バレーボール 

5. バレーボール 

6. バドミントン（卓球） 

7. バドミントン（卓球） 

8. バドミントン（卓球） 

9. バドミントン（卓球） 

10. バスケットボール 

11. バスケットボール 

12. バスケットボール 

13. バスケットボール 

14. バスケットボール 

15. 期末試験 

 

※各競技についての準備や試合が  で

きるための簡単なルールについて試合

を通じて解説する.  

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・出席状況や授業中の実技（試合）50％および定期試験 50％  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

なし 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 基 礎 医 学 

科 目 名 医 学 総 論 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 15時間 

担当教員 池邉 修二 

実務経験 医師として実務をしており、臨床医学の幅広い経験を有する。 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

医療・福祉の基礎知識を習得する 

 

 

授業内容/

計画等 

 

1．健康・疾病・障害と社会環境 

  健康の概念について 

  ICF( International Classification of Functioning, Disability and Health  ) の理解 

リハビリテーションについて 

ノーマライゼーションとは 

2． 医の倫理 

医療職に求められる倫理観 

インフォームドコンセント 

守秘義務について    

3.   医療行為 

  診療補助行為について 

チーム医療とは 

地域医療について 

4． 人工・保健統計  

人工統計と疾病・障害統計 

疫学の概念 

疫学の現状と動向 

5．  健康管理、予防医学 

健康診断 

生活習慣病とは 

6．  母子保健  

成人・老人保健 

精神保健 

7.   感染症対策   

   院内感染予防と対策 

環境と健康、環境汚染 

   医薬品などによる健康被害 
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8．   期末試験 

 

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

言語聴覚士テキスト第 2版 医歯薬出版 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 基 礎 医 学 

科 目 名 解 剖 学 Ⅰ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

則行 英樹 

医師としての豊富な経験から神経生理・解剖から各種疾患までの豊富な知見を有

する．特に言語聴覚士の知っておくべき脳の解剖学的知識に精通している.  

授業 概要

及び 

到達目標 

 

人体構造の理解を通じて，将来臨床の現場で活かされる知識の習得を目標とする. 

授業内容/

計画等 

1. 解剖学総論/細胞と組織、器官、器官系との関連 

2. 上皮組織の区分, 構造, 機能 

3. 支持組織（骨組織, 軟骨組織, 結合組織, 血液）の構造と役割 

4. 筋組織（平滑筋, 骨格筋, 心筋）の構造と運動機能 

5. 神経組織（神経細胞, 神経膠）の構造と興奮伝達 

6. 中枢神経系（大脳, 間脳, 中脳, 橋） 

7. 中枢神経系（延髄, 小脳, 脊髄） 

8．中間まとめ 

9. 末梢神経系（脳神経編） 

10. 末梢神経系（脊髄神経編） 

11. 末梢神経系（自律神経編） 

12. 感覚系 皮膚・味覚・嗅覚 

13. 感覚系 聴覚・平衡覚・視覚 

14. 総復習 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

解剖学Ⅰ 講義用テキスト（主教材） 

言語聴覚士のための解剖・生理学（医歯薬出版）（参考図書） 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 基 礎 医 学 

科 目 名 解 剖 学 Ⅱ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

則行 英樹 

医師としての豊富な経験から神経生理・解剖から各種疾患までの豊富な知見を有

する．特に言語聴覚士の知っておくべき脳の解剖学的知識に精通している.  

授業 概要

及び 

到達目標 

 

人体構造の理解を通じて，将来臨床の現場で活かされる知識の習得を目標とする. 

授業内容/

計画等 

1. 骨筋学 骨格系（１）～骨格系（４） 

2. 骨筋学 骨格系（５）～骨格系（８） 

3. 骨筋学 骨格系（９）～骨格系（12） 

4. 骨筋学 筋 系（１）～筋 系（４） 

5. 骨筋学 筋 系（５）～筋 系（８） 

6. 骨筋学 筋 系（９）（10） 

7. 中間まとめ 

8．循環器系 

9. 呼吸器系 

10. 消化器系 

11. 泌尿器系 

12. 内分泌系 

13. その他の分野・重要事項のまとめ（１） 

14. その他の分野・重要事項のまとめ（２） 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

解剖学Ⅱ 講義用テキスト（主教材） 

言語聴覚士のための解剖・生理学（医歯薬出版）（参考図書） 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 基 礎 医 学 

科 目 名 生 理 学 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 山田 直子   大嶋 崇 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

【授業のねらい】 

 障害を持つヒトを理解し, 言語聴覚士としてその機能回復をはかるためには, ヒトの正

常機能を理解しておくことが不可欠である. 生体の正常機能についての科学である

生理学を学ぶことが重要なのはこのためである. 

【具体的な到達目標】 

生体の機能は体性神経や感覚と関係の深い「動物機能」と自律神経活動と関係の深

い「植物機能」とに大別される. 生理学Ⅰでは まず生命現象と生体の恒常性につい

て学ぶと共に，身体の最少機能単位である細胞の働きを理解する．その後，動物機

能について学び，知識の習得と理解を目指す．更に, 言語および, 聴覚について病態

生理学的な機能調節の機序の理解を深める. 

授業内容/

計画等 

【授業の内容】 

１．生理学入門, 恒常性                
２．細胞生理学（膜の透過性）        
３．細胞生理学（膜電位、イオンチャネル） 
４．細胞生理学（活動電位、興奮の伝導） 
５．活動電位の伝達（シナップス、細胞膜の受容体） 
６．骨格筋（１） 
７．骨格筋（２） 
８．神経系概略 
９．自律神経系  

１０．運動制御（１） 
１１．運動制御（２） 
１２．感覚（１） 
１３．感覚（２） 
１４．感覚（３） 
１５．期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

【教科書】講義は主にこれに沿って行う． 

・ 生理学テキスト（文光堂）大地陸男 著（約 500頁）  

内容が豊富で記載も詳しく将来仕事上などで生じる疑問にも充分応えてくれる 

その他 【時間外学習】 

講義の前後に自己学習時間を設け, 理解を深めることが期待される. 
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 基 礎 医 学 

科 目 名 生 理 学 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 山田 直子    大嶋 崇 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

【授業のねらい】 

 障害を持つヒトを理解し, 言語聴覚士としてその機能回復をはかるためには, ヒトの正

常機能を理解しておくことが不可欠である. 生体の正常機能についての科学である

生理学を学ぶことが重要なのはこのためである.  

【具体的な到達目標】 

生理学Ⅰに続き，生体の正常機能を理解することを目標とする．生理学Ⅱでは心臓，

循環，呼吸，消化と吸収，内分泌系など自律神経活動と関係の深い植物機能につい

て学び，知識の習得と理解を目指す．更に，病態生理学的な機能調節の機序の理

解を深める． 

授業内容/

計画等 

【授業の内容】 

１．脳の高次機能（１） 
２．脳の高次機能（２）  
３．血液、免疫体液 
４．体液 
５．腎臓と尿 
６．呼吸（１） 
７．呼吸（２） 
８．心臓 
９．循環 

１０．消化と吸収（１） 
１１．消化と吸収、代謝（２） 
１２．内分泌（１） 
１３．内分泌（２） 
１４．生殖機能 

１５．期末試験  

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

【教科書】講義は主にこれに沿って行う.  

・ 生理学テキスト（文光堂）大地陸男 著（約 500頁） 

内容が豊富で記載も詳しく将来仕事上などで生じる疑問にも 充分応えてくれる.  

その他 【時間外学習】 

講義の前後に自己学習時間を設け, 理解を深めることが期待される. 
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 基 礎 医 学 

科 目 名 病 理 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 李 康生 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

病態解析を中心に病名, 病因および病気の発生，経過, メカニズム, 予後などを理

解し, 病理学の必要な知識を習得する. 

 

授業内容/

計画等 

1. 病理学の概要  

2. 先天異常  

3. 循環異常  

4. 免疫と免疫異常  

5. 感染症  

6. 腫瘍  

7. 循環器系の疾患, 血液, 造血器系の疾患 

8. 中間まとめ 

9. 呼吸器系の疾患  

10. 消化器系の疾患  

11. 腎, 泌尿器系, 生殖器系の疾患   

12. 内分泌系の疾患 

13. 神経, 筋肉, 関節系の疾患 

14. 耳, 眼, 皮膚の疾患 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・系統看護学講座 専門基礎分野 4 病理学 

・授業内容に合わせて印刷物を配布する 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分      臨 床 医 学 

科目名 内 科 学 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 １年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

 織部 安裕 

内科医として一般病院において実務を行っており, コメディカルの専門基礎分野に関

わる豊富な知見を有している.  

授業 概要

及び用達目

標 

 

内科学について総論及び各論を学び, その知識を身につけることができる.  

 

授業内容/

計画等 

1. 内科学総論～内科論 

2. 内科概論 ～循環器疾患、腎疾患、水電解質代謝 

3. 同上   ～呼吸器疾患、消化管疾患、肝胆膵疾患 

4. 同上   ～血液・造血器疾患、代謝性疾患、内分泌疾患 

5. 同上   ～感染症、寄生虫疾患、中毒性疾患、膠原病 

6. 内科学各論～循環器疾患 

7. 同上   ～腎臓・泌尿器疾患、呼吸器疾患 

8. 中間まとめ 

9. 同上   ～消化管疾患、肝胆膵疾患 

10. 同上   ～代謝性疾患、内分泌疾患 

11. 同上   ～感染症、寄生虫疾患、自己免疫疾患（膠原病） 

12. 同上   ～血液疾患 

13. 同上   ～中毒性疾患 

14. 同上   ～老化 

15. 期末試験 

授業方法 講義 

成績評価の

方法 

・定期試験の筆記試験（選択問題、多肢選択問題）により合否判定を行う. 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

・ コメディカルのための専門基礎分野テキスト, 内科学, 中外医学社   

・ 老年医学 系統講義テキスト, 日本老年医学会，西村書店 

 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 臨 床 医 学 

科 目 名 小 児 科 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 李 康生 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

子どもの正常成長，発達をふまえて，小児の成長障害，発達障害および各系統の小

児疾患について理解する． 

授業内容/

計画等 

1. 社会福祉援助技術の体系 

2. 社会福祉の専門職制度、援助活動の共通基盤 

3. 社会福祉援助技術の発展と現状 

4. 援助者として、自分を知ろう（自己覚知） 

5. 個別援助技術１.2. 

6. 集団援助技術１ 

7. 中間まとめ 

8. 集団援助技術２ 

9. 地域援助技術 

10. ケアマネジメント 

11. 社会福祉調査法 

12. スーパービジョン 

13. 社会福祉援助活動の実際 

14. まとめ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

改訂－新しいソーシャルワーク～社会福祉援助技術入門～ 

杉本敏夫・住友雄資編著, 中央法規  

その他 随時プリント資料を配布する 
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分      臨 床 医 学 

科 目 名 精 神 医 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

 宇都宮 和則 

精神科医として精神病院に勤務しており，また現在、病院長に携わり精神障害を取り

巻くチーム医療のあり方や先進医療の取り組みについて豊富な経験を有する． 

授業 概要

及び到達目

標 

精神疾患と精神障害の基本を理解し, 治療および各々のケースへの対応を理解する

ことができる. 先進医療のトピックスに触れ、今日的な精神保健福祉法について考察

することができる． 

授業内容/

計画等 

1. 精神医学総論 

2. 精神疾患の分類と診断基準 

3. 精神症状概論① 

4. 精神症状概論② 

5. 心因性精神障害 

6. 人格障害, 精神発達遅滞 

7. 中間まとめ, 精神作用物質による精神と行動の障害 

8. 統合失調症① 

9. 統合失調症② 

10. 感情障害 

11. てんかん 

12. 認知症, 症状精神病 

13. 精神保健福祉法 

14. 精神科治療概論 

15. 期末試験 

授業方法 講義 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

 

・配布する精神医学の冊子 

 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分      臨 床 医 学 

科目名 リハビリテーション医学 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 ２年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

黒木 洋美 

リハビリテーション科として、日本リハビリテーション医学会の専門医、指導医の資格を
有する。急性期から回復期、生活期、在宅（訪問）診療における全ての医療フェーズ
を経験してきた。特に嚥下・摂食リハビリテーション関連は嚥下検査（VE,VF）の施行医
であり、また中枢疾患における高次脳機能障害や運動機能障害に対して多くの専門
知識を有している。言語聴覚士が行うリハビリテーションの意義についても熟知してお
り，医師として言語聴覚士との関わりについて豊富な経験を有する． 

授業 概要

及び 

到達目標 

概論として、医学の中のリハビリテーション医療の意義、役割、治療、効果・結果に

ついて理解することを目的とする。多職種連携にて成立するリハビリテーション医療に

おいて、言語聴覚士として役割や責任等を理解する。 

授業内容/

計画等 

1. 総論１ 概念、総論２ 基礎科学  

2. 総論３ 診断、総論４ 治療   

3. 各論１ 脳血管障害・頭部外傷：画像、脳機能（高次脳機能障害） 

4. 各論１ 脳血管障害・頭部外傷：嚥下障害 

5. 各論２ 神経筋疾患 （＊総論 3の診断学） 

6. 各論３、17 脊髄損傷、骨粗しょう症 

7. 各論４、５、7 運動器疾患、切断、リウマチ性疾患 

8. 各論 16 スポーツ障害・外傷 

9. 各論６ 小児疾患 

10. 各論 8、9，10 循環器・呼吸器・腎疾患（内部障害） 

11. 各論 8、9，10、12 循環器・呼吸器・腎疾患（内部障害）、ICUのリハ 

12. 各論 15、14 がんのリハビリテーション、栄養管理 

13. 各論 19,20,21 アラカルト（災害リハビリテーション、etc) 

14. 各論 19,20,21 アラカルト (まとめ） 

15.  期末試験 

授業方法 講義・演習・グループワーク 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

リハビリテーション医学・医療 コアテキスト  医学書院 

他、プリント（随時配布資料） 

 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 臨 床 医 学 

科 目 名 耳 鼻 咽 喉 科 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

立山 香織 他 

大学病院で耳鼻咽喉科学の診断と治療の実務に携わっており，言語聴覚士の専門

分野の豊富な知見とチーム医療の経験を有している． 

授業概要及

び到達目標 

言語聴覚士としての必要な耳鼻咽喉科学の知識を習得する.  

授業内容/

計画等 

1.  外耳・中耳疾患（奇形・滲出性中耳炎、急性中耳炎など） 

2.  中耳疾患（慢性中耳炎、中耳真珠腫、耳硬化症など） 

3.  内耳疾患（内耳炎、メニエル病、突発性難聴、音響性難聴） 

4.  内耳疾患（薬物中毒、老人性難聴）、側頭骨骨折、腫瘍 

5.  復習と補足（外耳、中耳、内耳） 

6.  小児聴覚障害の疾患（遺伝性難聴、胎生期難聴等の先天性難聴について、 

心因性難聴） 

7.  顔面神経・めまいをきたす疾患 

8.  中間まとめ 

9 .  復習と補足 

10 .  補聴器 

11.  人口内耳 

12.  鼻の解剖生理検査・外鼻・鼻中隔疾患・鼻出血 

13.  鼻副鼻腔疾患（アレルギー・副鼻腔炎・腫瘍） 

14.  復習と補足 

15 .  期末試験 

授業方法 オムニバス形式の講義(7割)、演習(3割) 

 

成績評価の

方法 

 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

耳鼻咽喉科疾患ビジュアルブック 第 2版 ,学研メディカル秀潤社 

参考図書：言語聴覚士のための基礎知識 耳鼻咽喉科学, 医学書院 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分      臨 床 医 学 

科目名 臨 床 神 経 学 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

則行 英樹 

医師として神経病棟において難病の神経疾患の診断・治療の実務に携わっており，臨

床における神経障害に関する豊富な知見と診療経験を有する． 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語聴覚士の言語障害に機序する脳の神経生理・神経解剖を重視しながら, 各種

神経疾患を理解することができる.  

 

授業内容・

計画等 

1. 知っておくべき脳の解剖学的知識 

2. 出血性脳卒中 

3. 脳梗塞 

4. 頭部外傷 

5. 脳腫瘍 

6. 感染症 

7. 変性疾患（１） 

8. 中間まとめ  

9. 変性疾患（２）  

10. 認知症 

11. 水頭症 

12. 脱髄疾患 

13. 末梢神経障害 

14. 筋疾患 

15. 期末試験 

授業方法 講義 

 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

・臨床神経学講義テキスト（主教材） 

・臨床神経学 講義ノート（副教材） 

・ベッドサイドの神経のみかた, 南山堂(参考図書) 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分      臨 床 医 学 

科目名 形 成 外 科 学 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

清水 史明  他 

総合病院で言語聴覚士が関わる形成外科疾患の診断・治療に医師として携わってい

る．また各疾患の診断と治療方針の決定に際しても，言語聴覚士の関わりを理解して

いる． 

授業 概要

及び到達目

標 

形成外科疾患の原因, 症候, 治療法を学ぶことを目的とし，創傷治療の病理を理解

することができる．また各疾患の診断と治療方針の決定に際し, 言語聴覚士の関わり

についても理解できる.  

授業内容/

計画等 

1. 形成外科学総論 

2. 組織移植 

3. 顔面神経麻痺 

4. 皮膚腫瘍（良性・悪性） 

5. 下腿潰瘍 

6. 褥瘡 

7. 中間まとめ 

8. 唇裂 

9. 頭頚部癌手術による機能障害 

10. 頭蓋・顔面の異常  

11. 口蓋裂 

12. 熱傷 

13. 顔面外傷 

14. 瘢痕・ケロイド 

15. 期末試験  

授業方法 講義  オムニパス形式 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

  

配布する資料 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 臨 床 歯 科 医 学 

科 目 名 臨床歯科医学・口腔外科学  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

小西 敦子 

歯科医師としての実務経験があり，臨床歯科・口腔外科の知見を有する共に，歯科

医療における対象での言語障害・構音障害に関する経験を有する． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 歯・口腔・顎・顔面の構造と機能を理解する.  

2. 歯・口腔・顎・顔面の疾患と治療法を学ぶ.  

3. 歯科医療における言語聴覚士の役割を学ぶ.  

授業内容/

計画等 

1. 歯・歯周組織の構造と発生 

2. 歯・口腔・顎・顔面の構造と機能 

3.  歯と歯周組織の疾患 歯の異常 

4.      〃     う蝕、歯髄炎、根尖性歯周炎、歯の欠損 

5.      〃     咬合・歯列の異常、歯周病 

6.  口腔・顎・顔面の疾患  先天異常、発育異常  

7.  中間まとめ  

8.  口腔・顎・顔面の疾患  外傷、炎症 

9.       〃       口腔粘膜疾患 

10.      〃             嚢胞、口腔粘膜疾患 

11.      〃             顎関節疾患 

12.      〃             唾液腺疾患 

13.       〃             神経疾患 

14.  加齢による口腔機能障害・口腔ケア 

15.  期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

言語聴覚士のための基礎知識 臨床歯科医学・口腔外科学, 医学書院 

その他  
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分 野 専 門 基 礎 分 野 科目区分 音声・言語・聴覚医学 

科 目 名 神 経 系 医 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

井野辺 純一 

医師として言語障害を生じる脳神経疾患の診断と治療に携わり，言語聴覚士の介入

についても理解が深い．またリハビリテーション病院の病院長として，リハビリテーション

におけるチーム医療の豊富な経験を有している． 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

神経系の解剖と機能を理解する。 

授業内容/

計画等 

1. 神経系の構造と機能 

2. 前頭葉の構造と機能 

3. 頭頂葉の構造と機能 

4. 側頭葉の構造と機能 

5. 後頭葉の構造と機能  

6. 中間まとめ  

7. 辺縁系, 大脳基底核の構造と機能   

8. 脳幹部の構造と機能 

9. 脳神経系の構造と機能 

10. 自律神経系の構造と機能 

11.  MRIの構造と機能 

12. 病態生理 

13. 脳ヘルニア 

14. 意識障害 

15. 期末試験  

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

脳神経のしくみ マイナビ 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分      音声・言語・聴覚医学 

科 目 名 聴 覚 系 医 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 

実務経験 

立山 香織 他 

大学病院の医師として言語聴覚士が関わる聴覚系の各種疾患の診断・治療の経験

が豊富であり，言語聴覚士の関わりを理解している． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 耳の解剖, 生理を理解する  

2. 聴覚, 平衡覚の検査について理解する  

授業内容/

計画等 

1. 外耳・中耳の解剖          

2. 内耳・側頭骨の解剖 

3. 復習と補足 

4. 聴覚器 

5. 前庭・半規管 

6. 聴器の検査法  

7. 音叉検査, 純音聴力検査   

8. 中間まとめ 

9. 語音聴力検査, レクルートメント検査, 自記オージオメトリー  

10. 他覚的聴力検査, 幼児聴力検査, インピーダンスオージオメトリー 

11. 耳小骨筋反射,  耳鳴検査, その他   

12. 復習と補足 

13. 平衡機能検査 

14. 復習と補足 

15. 期末試験 

授業方法 オムニパス形式の講義、演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

耳鼻咽喉科疾患ビジュアルブック 第 2版 ,学研メディカル秀潤社 

参考図書：言語聴覚士のための基礎知識 耳鼻咽喉科学, 医学書院 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分      臨 床 医 学 

科目名  呼吸・発声発語系医学 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

立山 香織 他 

大学病院で医師として呼吸・発声発語を支える口腔・咽頭・喉頭科学の基礎と臨床の

実務に携わっている．また臨床における言語聴覚士の関わりについても豊富な経験を

有している． 

授業 目標

及び到達目

標 

呼吸・発声・発語を支える口腔・咽頭・喉頭科学の基礎と臨床を学び，その基礎的な

知識を理解することができる． 

  

授業内容/

計画等 

1. 口腔の発生・解剖・生理, 奇形・炎症・腫瘍, 唾液腺疾患          

2. 咽頭の解剖・生理, 扁桃, 咽頭疾患 

3. 嚥下障害  

4. 口腔咽頭科学の復習と補足 

5. 喉頭の解剖・生理・検査 

6. 喉頭疾患  

7. 喉頭癌(含代用音声)  

8. 中間まとめ 

9. 気管・食道の解剖・生理・検査, 気管・食道疾患  

10. 頸部, 甲状腺 

11. 音声言語障害    

12. 構音障害 

13. 音声言語構音障害の復習と補足 

14. 呼吸発声発語系医学の復習と補足 

15. 期末試験 

授業方法 講義 オムニパス形式 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

耳鼻咽喉科疾患ビジュアルブック 第 2版 ,学研メディカル秀潤社 

参考図書：言語聴覚士のための基礎知識 耳鼻咽喉科学, 医学書院 

その他   
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       心 理 学 

科 目 名 学 習 心 理 学 Ⅰ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 麻生 良太 

授業 概要

及び 

到達目標 

動物界・人間界に普遍的な現象である学習について説明する. そして, 学習心理学・

学習理論の基礎である学習という現象の定義, 理論, メカニズムや過程について詳細

に検討していく. 通年の授業であるので, 前期は行動主義および認知主義の学習理

論基礎的素養を養うことが目的である.  

授業内容/

計画等 

1. 学習とは何か, 学習研究の歴史について解説する. 

2. 古典的条件づけの基礎について概観する  

3. 古典的条件づけにおける行動の獲得，消去，汎化と弁別について解説する  

4. 道具的条件づけの基礎について概観する 

5. 道具的条件づけにおける行動の獲得，消去，汎化と弁別について解説する  

6. 技能学習における学習曲線，技能の記憶について解説する 

7. 技能学習における転移について解説する 

8. 社会的学習の基礎について概観する 

9. 社会的学習における模倣，観察学習について解説する 

10. 問題解決について解説する 

11. 推論について解説する 

12. 記憶について概観する  

13. 記憶の種類と忘却について解説する 

14. 有意味材料の記憶と表象について解説する  

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

グラフィック学習心理学～行動と認知～  サイエンス社  

その他 将来のチーム医療を見据えて, クラス全体のサポーティブな学習体制作りを意識しな

がらの授業および評価方法をこころがけている. 
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       心 理 学 

科 目 名 学 習 心 理 学 Ⅱ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 麻生 良太 

授業 概要

及び 

到達目標 

学習理論の応用および行動分析学，そして個人に留まらない集団における様々な学

習(行動)について解説する. 通年の後期授業であるので, 後期は応用的な領域につ

いて理解を深め, 学習心理学の総仕上げを行うことが目的である.  

授業内容/

計画等 

1. 古典的条件づけにおける日常場面への応用について解説する 

2. 古典的条件づけにおける医療への応用について解説する 

3. 道具的条件づけにおける日常場面への応用について解説する 

4. 道具的条件づけにおける医療への応用について解説する  

5. 行動分析学について概観する 

6. 行動分析学の実際の活用について解説する  

7. 集団行動における集団の構造と成員の行動について解説する 

8. 集団行動におけるリーダーシップについて解説する  

9. 集団規範における社会的アイデンティティ理論について解説する 

10. 集団規範における同調について解説する 

11. 社会的認知における対人認知・印象形成について解説する 

12. 社会的認知における認知的整合性理論について解説する 

13. 対人コミュニケーションにおける非言語的コミュニケーションについて解説する 

14. 対人コミュニケーションにおける態度と説得について解説する 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

あなたのこころを科学する Ver3 北大路書房 

その他 将来のチーム医療を見据えて, クラス全体のサポーティブな学習体制作りを意識しな

がらの授業および評価方法をこころがける.  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       心 理 学 

科 目 名 生 涯 発 達 心 理 学 Ⅰ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 藤田 文 

授業 概要

及び 

到達目標 

・ 人が誕生してから死に至るまでの心理的発達過程を理解する.  

・ 前期は特に乳幼児期から児童期の心理的特長を理解する.  

・ 発達に応じた心理的支援に関しても理解を深める. 

 

授業内容/

計画等 

1. 生涯発達とは 

2. 生涯発達の理論（１） 

3. 生涯発達の理論（２） 

4. 遺伝と環境 

5. 赤ちゃん研究 

6. 愛着理論（１） 

7. 愛着理論（２） 

8. 中間まとめ 

9. 認知の発達（１） 

10. 認知の発達（２） 

11. 言語とコミュニケーションの発達（１） 

12. 言語とコミュニケーションの発達（２） 

13. 感情の発達 

14. 前期の復習 

15. 期末試験 

 

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

発達と老いの心理学 

手にとるようにわかる発達心理学がわかる本, 小野寺敦子著, かんき出版 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       心 理 学 

科 目 名 生 涯 発 達 心 理 学 Ⅱ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 藤田 文 

授業 概要

及び 

到達目標 

・ 人が誕生してから死に至るまでの心理的発達過程を理解する.  

・ 後期は特に乳幼児期から児童期の心理的特長を理解する.  

・ 発達に応じた心理的支援に関しても理解を深める. 

授業内容/

計画等 

1. 遊びの発達 

2. 社会性の発達（１） 

3. 社会性の発達（２） 

4. 心の理論 

5. 道徳性の発達 

6. 青年期の心理（１） 

7. 青年期の心理（２） 

8. 中間まとめ 

9. 青年期の心理（３） 

10. 成人期の心理（１） 

11. 成人期の心理（２） 

12. 高齢期の心理（１） 

13. 高齢期の心理（２） 

14. 後期の復習 

15. 期末試験  

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・テキスト：発達と老いの心理学 藤田文編著 サイエンス社 

・参考図書：発達心理学入門Ⅱ青年・成人・老人,  

無藤隆・高橋恵子・田島信元編, 東京大学出版会 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       心 理 学 

科 目 名 認 知 心 理 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 藤田 敦 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

学習や問題解決などの心理的な活動を行う際に生じる知覚・記憶・認知・思考などの

心理過程について，認知心理学的な観点から理解を深めていくことを目標とする.  

 

授業内容/

計画等 

1. 認知心理学の定義と方法 

2. 心理物理学と感覚能力の特徴 

3. 初期知覚における同化・対比現象 

4. ３次元世界の知覚と運動の知覚 

5. 知覚の体制化 

6. 高次情報処理過程モデル 

7. 感覚記憶と注意過程 

8. 中間まとめ  

9. 注意能力と短期記憶 

10. 記憶モデルと短期記憶 

11. 作業記憶における情報処理 

12. 長期記憶の構造と内容 

13. 思考と問題解決の過程 

14. 認知心理学の総括と展望 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

有斐閣アルマ 認知心理学 新版  有斐閣 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       心 理 学 

科 目 名 臨 床 心 理 学 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 上野 徳美 

授業 概要

及び 

到達目標 

人間は自然を支配したかのように思える現在, さまざまな人間的苦悩にどう対処すれ

ばよいかが私たちの大きな問題となってきた. 臨床心理学はこうした人間の心や心の

問題への対処法を探求する学問のひとつである. 言語聴覚士として将来経験すると

思われる人間の心の臨床像や心の問題への対処法について理解を深める.  

授業内容/

計画等 

1. 臨床心理学とは何かについて解説する.  

2. 臨床心理学の誕生と発展について解説する.  

3. 精神分析, 分析心理学について解説する.  

4. 行動療法・認知行動療法について解説する.  

5. 来談者中心療法, ゲシュタルト療法について解説する.  

6. 交流分析, システム・アプローチ, 家族療法, 短期療法について解説する.  

7. 中間まとめ, 森田療法, 内観療法, 催眠療法について解説する.  

8. 自律訓練法, 遊戯療法, 芸術療法について解説する.  

9. フォーカシング, EMDR・TFT, ライティング法について解説する.  

10. パーソナリティとその形成および理論について解説する.  

11. 臨床心理的アセスメント・診断について解説する.  

12. 広汎性発達障害, ADHD, 虐待について解説する.  

13. ひきこもり, 摂食障害, PTSDについて解説する.  

14. 依存症, 統合失調症, うつについて解説する.  

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

はじめて学ぶ人の臨床心理学, 中央法規出版会 

その他 将来のチーム医療を見据えて, クラス全体のサポーティブな学習体制作りを意識しな

がらの授業および評価方法をこころがける. 
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       心 理 学 

科 目 名 心 理 測 定 法 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 古城 和敬 

授 業 概要

及び 

到達目標 

データ収集法（調査法, 実験法）, 尺度構成法, テスト理論, 精神物理学的測定な

ど, 心理測定の理論と方法論の全般を体系的に考察し, 心理測定の実践的な課題

に取り組むことができる.  

授業内容/

計画等 

1. 心理測定法とは何か  

2. 心理測定の理論と方法の概論 

3. 心理学の研究法（１）：調査法  

4. 心理学の研究法（２）：実験法 

5. 心理学の研究法（３）：実験法/実験計画法  

6. 測定値の性質 

7. 測定値の性質に応じた分析法  

8. 尺度の信頼性・妥当性 

9. データ分析の基礎（１）：代表値と散布度   

10. データ分析の基礎（２）：サンプリング 

11. データ分析の展開（１）：相関と因子分析 

12. データ分析の展開（２）：統計的仮説検定 

13. 心理測定の実際（１）：精神物理学的測定法 

14. 心理測定の実際（２）：パーソナリティの測定 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・授業への参加度及び期末試験の結果を総合的に評価する. 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

言語聴覚士テキスト, 医歯薬出版 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       言 語 学 

科 目 名 言 語 学 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 光法 真帆 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

本講義の目標は臨床における必要な言語学的作業が行える知識の習得と国試の合

格に向けての受験準備である。前者においては専門的な内容の理解、後者では広範

囲な知識を必要とする。そのため、両者のバランスを考慮しつつ、反復学習による理

解の定着を図る。 

授業内容/

計画等 

1. 言語学とは (言語学が取り扱う範囲・パロールとラング・通時態と共時態) 

2. 言語の基本的な性質 (記号表現と記号内容・言語記号の恣意性と有契性) 

3. 言語の基本的な性質 (二重分節・線条性(線状性)・統合的関係と範列的関係) 

4. 音韻論 (音声学と音韻論の対象・弁別素性・音韻規則) 

5. 音韻論 (音節とモーラ・共通語(東京方言)の名詞のアクセント) 

6. 音韻論 (動詞と形容詞のアクセント・複合語のアクセント) 

7. 中間まとめ 

8. 形態論 (形態素・無標形と有標形・自由形態素と拘束形態素) 

9. 形態論 (形態論的プロセス) 

10. 形態論 (形態論的プロセス) 

11. 形態論 (形態論的プロセス) 

12. 形態論 (派生文法と日本語文法) 

13. 総復習(前半) 

14. 総復習(後半) 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

随時、プリントなど 

言語聴覚士テキスト第３版 医歯薬出版 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       言 語 学 

科 目 名 言 語 学 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 光法 真帆 

授業 概要

及び 

到達目標 

本講義の目標は、前期と同じであるが、統語論・意味論・語用論が中心となる。進め

方は前期同様である。  

 

授業内容/

計画等 

1. 統語論 (単文・節・基本語調・項と不可語句・ｎ項動詞) 

2. 統語論 ボイス 

3. 統語論 (格助詞・テンスとアスペクト) 

4. 意味論 (語の意味) 

5. 意味論 (語の意味) 

6. 意味論 (語の意味・文の意味) 

7. 意味論 (日本語のモダリティ) 

8. 中間まとめ 

9. 語用論 (直示・前方照応・トピック・コメント・フォーカス・対比) 

10. 語用論 (敬語・ウチとソト) 

11. 文字論 

12. 言語と言語の間の関係を探る (言語類型論・対照言語学) 

13. 社会言語学 (記述主義と規範主義) 

14. 総復習 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

随時、プリントなど 

言語聴覚士テキスト第３版 医歯薬出版 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       音 声 学 

科 目 名 音 声 学 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 御手洗 靖 

授業 概要

及び 

到達目標 

前期は，ひとつひとつの音について学びます。 

母音，子音の発音記号と調音点，調音方法の習得と，様々な音声現象を理解するこ

とが目標です。 

 

授業内容/

計画等 

1 ガイダンス 音声学とは？  

2 発声のしくみ：音を作り出すモデル，声帯はなくても声は出る  

3 発音記号を覚えよう その 1： IPA，母音と子音の違い 

4 発音記号を覚えよう その 1：子音  

5 発音記号を覚えよう その 2：破裂音（閉鎖音）  

6 発音記号を覚えよう その 2：摩擦音  

7 中間試験  

8 発音記号を覚えよう その 3：破擦音，鼻音，弾き音  

9 復習  

10  発音記号を覚えよう  その 3 ： 側面接近音 ，接近音 ， 50 音図，     

撥音，促音  

11 発音記号を覚えよう その 3：50 音図，撥音，促音  

12 様々な音声現象：  長音，無声化，口蓋化，軟口蓋化  

13 様々な音声現象：  円唇化，  鼻音化，二重母音・連母音，  

ガ行鼻濁音   

14 復習  

15 期末試験  

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・定期の筆記試験  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

竹内京子ほか『たのしい音声学』くろしお出版 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       音 声 学 

科 目 名 音 声 学 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 御手洗 靖 

授業 概要

及び 

到達目標 

・ひとつひとつの音から先に進んで，音のつながりによる音声現象，音声の分析，音声

の障害や発達（習得）について学びます。 

・日本語を，発音記号（IPA）を使って書く練習をします。 

・上記の内容の理解と説明，発音記号による表記ができることが到達目標です。 

 

授業内容/

計画等 

1 前期の復習  

2 音素  

3 音節・モーラ：音節，音節構造，モーラ（拍），リズム 

4 アクセント 1：共通語，複合名詞  

5 アクセント 2：特殊拍，動詞・形容詞  

6 イントネーション 1：強調，ポーズとフィラー 

7 中間試験  

8 イントネーション 2：文構造，卓立  

9 聴こえのしくみ：可聴範囲，難聴体験，音の大きさ，骨伝導，  

  マスキング 

10 障害音声の記述・分析  

11 言語音声の発達 1 

12 言語音声の発達 2 

13 言語音声の発達 3 

14 復習  

15 期末試験  

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・定期の筆記試験  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

竹内京子ほか『たのしい音声学』くろしお出版 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       音 響 学 

科 目 名 音 響 学 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 秋田 昌憲 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 音を物理的に扱う手法について習得する.  

2. 音の性質・音声の性質全般についての基礎的知識を習得する.  

授業内容/

計画等 

1. 音波とは何だろう 

2. 音の波を表すための数学 (三角関数・対数の基礎) 

3. 音の強さを表すための数学 (対数の計算) 

4. 対数・三角関数の演習 

5. 音の人間への感じ方 (ラウドネス) 

6. 音の物理的性質 (屈折・回折・うなり・ドップラー効果・定在波・           反

射・残響) 

7. 音の周波数分析の基礎（フーリエ変換） 

8. 中間まとめ 

9. 音のスペクトル 

10. 声が出るしくみ 

11. 声紋分析とホルマント 

12. 音のいろいろ(超音波・超低周波・騒音) 

13. 音の録音と再生 

14. マスキングの基礎 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

言語聴覚士のための音響学入門(2訂版), 吉田友敬 著, 海文堂 

その他 高等学校 数学Ⅰの三角法 履修している人は数学Ⅱの指数・対数関数について復

習しておくことが望ましい. 
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       音 響 学 

科 目 名 音 響 学 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 秋田 昌憲 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 音の物理量等の計算法を習熟する.  

2. 音響音声学・聴覚心理学について理解を深める.  

 

授業内容/

計画等 

 

1. 音の物理的性質の復習 

2. 音の強さの尺度と人間への感じ方 (dB, ラウドネス) 

3. 音響音声学とは 

4. 母音の周波数特性 

5. 子音の周波数特性 

6. 連続音声の声紋分析 

7. 音の大きさの心理物理量 

8. 中間まとめ 

9. 音の高さの心理物理量 

10. 短音・複合音の知覚 

11. マスキングと臨界帯域 

12. 両耳聴とカクテルパーティー効果 

13. 音の周波数分析のまとめ 

14. まとめ 

15. 期末試験 

 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

＜テキスト＞ 言語聴覚士のための音響学入門(2訂版), 吉田友敬 著, 海文堂 

 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       言 語 発 達 学 

科目名 言 語 発 達 学  選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 丹生 泉 

実務経験 言語聴覚士として小児の臨床分野である発達療育センターにおいて，言語発達の評

価・訓練法全般に関する臨床経験を有している．実務経験後に専門学校教員として

当科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び到達目

標 

人の言語獲得の要件について学ぶ。 

1. 言語発達を説明する代表的な理論を通じて, 言語獲得上の要件について 

理解することができる.  

2. 定形発達と非定型発達を知り、人の言語の発達過程を理解することが 

できる.  

授業内容/

計画等 

1. 言語発達の理論的基礎 : ①生得説, 学習説 

2. 言語発達の理論的基礎 : ②認知説, 社会・相互交渉説 

3. 前言語期 : ①コミュニケーション行動の発達              

4. 前言語期 : ②発声行動・言語音知覚の発達 

5. 前言語期 : ③感覚運動的知能の発達 

6. １～2歳の言語発達 : ①初語の出現・語彙の増加 

7. １～2歳の言語発達 : ②言語発達を促す大人の関わり 

8. 中間まとめ 

9. １～2歳の言語発達 : ③象徴機能の発達, 語彙・語連鎖の発達 

10. 幼児期の言語発達 : ①語彙・構文の発達 

11. 幼児期の言語発達 : ②談話能力の発達③音韻認識の発達 

12. 学童期の言語発達 : ①読み書き能力  

13. 学童期の言語発達 : ②読解・作文力の発達                                       

14. 自閉症スペクトラム障害や知的障害の非定型発達  

15. 期末試験                   

授業方法 講義・演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

＜テキスト＞・標準言語聴覚障害学 言語発達障害学, 医学書院 

＜参考図書＞・言語聴覚士のための基礎知識 音声学・言語学 

その他 必要に応じてプリントを配布する． 

 



47 

 

分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       社会福祉・教育 

科目名 リハビリテーション概論 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 １年次 前期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

 森 淳一 

言語聴覚士としてリハビリテーション病院に長年勤務しており，リハビリテーション全般の

実務に携わっている．理念から実践方法までの幅広い豊富な経験を有する． 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語聴覚士が関わるリハビリテーションの概要を学ぶ。 

1．リハビリテーションの理念を理解することができる.  

2. 医療、介護、福祉とリハビリテーションの関係を理解することができる.  

3. ICF(国際生活機能分類)の理念から障害と生活が理解することができる.  

授業内容/

計画等 

1. リハビリテーションについて 

2. 障害について 

3. ICF(国際生活機能分類)と ICIDH(国際障害分類) 

4. 生活機能について 

5. デマンドとニーズについて 

6. 廃用症候群 

7. チーム医療について 

8. 中間まとめ 

9. 目標について  

10.  「できる活動」「している活動」「する活動」について 

11. 活動向上訓練 

12. 各病期のリハビリテーション  

13. 地域リハビリテーション 

14. 症例（模擬患者） 

15. 期末試験 

授業方法 講義・演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

・入門リハビリテーション概論, 中村隆一, 医歯薬出版 

・「よくする介護」を実践するための ICFの理解と活用 

 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       社会福祉・教育 

科 目 名 社 会 福 祉 学 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

横山 巖 

行政の福祉に長年携わり，また福祉施設の施設長としての経験もあり，幅広く福祉制

度，関係法規に関する豊富な実務経験を有する． 

授業 概 要

及び 

到達目標 

社会に於ける福祉制度やその理念を学習する. また, 様々な社会福祉の  制度を知

ることで, 国民にどのような形でこの制度が運用され, サービス等の提供がなされてい

るかを理解する.また， 言語聴覚士に関わる関係法規を学び, その内容を理解するこ

とにより, 社会に出てから, 業務に従事する際の糧とする. 

授業内容/

計画等 

1. 社会福祉の基礎概念 

2. 日本の社会福祉の歴史 

3. イギリス・アメリカの社会福祉 

4. スウェーデンの社会福祉 

5. 少子化対策等子ども家庭福祉制度 

6. 児童虐待防止・子育て支援制度 

7. 中間まとめ 

8. 障害者福祉制度 

9. 障害者自立支援法 

10. 高齢者福祉制度 

11. 社会福祉法 

12. 公的年金制度 

13. 公的扶助制度 （生活保護法） 

14. 医療保険制度 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 社会福祉基礎（実教出版）  

・ 社会福祉小六法 2023（中央法規） 

その他  
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分 野  専 門 基 礎 分 野 科目区分       社会福祉・教育 

科 目 名 社 会 福 祉 学 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

横山 巖 

行政の福祉に長年携わり，また福祉施設の施設長としての経験もあり，幅広く福祉制

度, 関係法規に関する豊富な実務経験を有する． 

授業 概要

及び 

到達目標 

社会福祉制度やその関係する法律を学習する. また, 各々の社会福祉保障等の制

度が, 実際にどのように運用され, 福祉サービスが提供されているのかを学ぶ. これか

ら, 医療現場においても福祉との連携が重要となってくるので, 社会に出てから, 社会

福祉の知識を活用できるように実践的な授業を行う. 

授業内容/

計画等 

1. 地域福祉の推進  

2. 社会福祉のニーズとサービス  

3. 社会福祉の機関・施設  

4. 社会福祉の人材  

5. 社会福祉の相談援助  

6. 介護保険制度  

7. 中間まとめ 

8. 社会福祉の人権・権利  

9. 社会福祉法人・NPO法人・住民参加  

10. 社会福祉の財政 

11. 社会福祉の法律 

12. 社会福祉の計画的推進 

13. 社会福祉の実践  

14. 社会福祉の課題 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 社会福祉基礎（実教出版）  

・ 社会福祉小六法 2023（中央法規） 

その他  
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分 野 専 門 分 野 科目区分 言語聴覚障害総論 

科 目 名 言語聴覚障害概論Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

平岡 賢 

言語聴覚士として病院において実務を経験しており、言語聴覚障害に関わる全般的

な業務の経験している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担ってい

る． 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語聴覚障害について理解し、言語聴覚障害の歴史や業務内容を学ぶ. また,「こと

ば」（話す・聴く・書く・理解する）ためのメカニズムやコミュニケーション過程について学

ぶ. 

授業内容/

計画等 

1. 言語聴覚士とは何か 

2. 言語聴覚士の仕事と法律について 

3. 言語聴覚士の定義 

4. 言語聴覚士の歴史 

5. 言語聴覚障害の種類と特徴, 発生機序Ⅰ 

6. 言語聴覚障害の種類と特徴, 発生機序Ⅱ 

7. 言語聴覚障害の種類と特徴, 発生機序Ⅱ 

8. 言語聴覚障害の種類と特徴, 発生機序Ⅲ 

9. コミュニケーション過程Ⅰ 

10. コミュニケーション過程Ⅱ 

11. 聴く・話す・書く・理解するためのメカニズムⅠ 

12. 聴く・話す・書く・理解するためのメカニズムⅡ 

13. 聴く・話す・書く・理解するためのメカニズムⅢ 

14. 聴く・話す・書く・理解するためのメカニズムⅣ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、レポート、小テストにて評価する。 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・言語聴覚療法シリーズⅠ 言語聴覚障害総論Ⅰ, 建帛社 

・標準言語聴覚障害学 言語聴覚障害学概論，医学書院 

・絵でみる脳と神経, 医学書院 

・言語聴覚療法の医学的知識, 共同医書出版 

その他  
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分 野 専 門 分 野 科目区分 言語聴覚障害総論 

科 目 名 言語聴覚障害概論Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

平岡 賢 

言語聴覚士として病院において実務を経験しており，言語聴覚障害に関わる全般的

な業務の経験を有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っ

ている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語聴覚障害の評価・診断の原則と方法、治療・訓練方法について学び,  AACを理

解し, 障害に合わせた活用を促す. また, 言語聴覚士法, 職業倫理, 他職種との連

携について学ぶ. 

授業内容/

計画等 

1. 言語聴覚障害について（グループワーク）Ⅰ 

2. 言語聴覚障害について（グループワーク）Ⅱ 

3. 言語聴覚障害について（グループワーク）Ⅲ 

4. 評価と診断Ⅰ 

5. 評価と診断Ⅱ 

6. 治療と訓練Ⅰ 

7. 治療と訓練Ⅱ 

8. AACの活用Ⅰ 

9. AACの活用Ⅱ 

10. AACの活用Ⅲ 

11. 言語聴覚士法Ⅰ 

12. 言語聴覚士法Ⅱ 

13. 言語聴覚士法Ⅲ 

14. 職業倫理, チームアプローチについて 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、レポート、小テストにて評価する。 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・言語聴覚療法シリーズⅠ 言語聴覚障害総論Ⅰ, 建帛社 

・標準言語聴覚障害学 言語聴覚障害学概論，医学書院 

・絵でみる脳と神経, 医学書院 

・言語聴覚療法の医学的知識, 共同医書出版 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分      言語聴覚障害学総論 

科 目 名 言語聴覚障害診断学Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

藤本 知宏 

言語聴覚士として病院において全般的な言語障害の診断に関する幅広い実務を経

験している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語聴覚障害についての基礎知識を獲得するとともに, 評価・診断についての流れ, 

方法の理解等を講義や, グループワークを通じて学ぶ. また, 人と接する職業として

必要な基本的な対人能力の獲得を目指す.  

授業内容/

計画等 

1. 言語聴覚療法の流れ 

2. 評価・診断の情報収集 

3. 画像診断の基礎 

4. 言語聴覚障害の基礎知識（失語症, 高次脳機能障害, 構音障害） 

5. 言語聴覚障害の基礎知識（音声障害, 吃音, 聴覚障害） 

6. 言語聴覚障害の基礎知識（言語発達遅滞, 摂食嚥下障害） 

7. グループワークⅠ（各言語聴覚障害について調べてまとめる） 

8. グループワークⅡ（各言語聴覚障害について調べてまとめる） 

9. グループワーク発表Ⅰ 

10. グループワーク発表Ⅱ 

11. 言語聴覚障害の評価法Ⅰ 

12. 言語聴覚障害の評価法Ⅱ 

13. スクリーニング検査の基礎知識 

14. グループワークⅡ（スクリーニング検査作成） 

15. 定期試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、グループワーク, レポート、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・言語聴覚障害総論Ⅰ, 健帛社 

・言語聴覚障害臨床マニュアル, 協同医書出版社 

・標準言語聴覚障害学 言語聴覚障害学概論，医学書院 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分      言語聴覚障害学総論 

科 目 名 言語聴覚障害診断学Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

藤本 知宏 

言語聴覚士として病院において全般的な言語障害の診断に関する幅広い実務を経

験している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 危機管理能力の獲得 

2. 各種障害別の評価方法選定のための知識の習得 

3. 障害別の訓練方法について理解する 

授業内容/

計画等 

1. 評価・診断の理念等 

2. 各種障害別の検査選定について 

3. 問題点の抽出について  

4. 各障害別訓練法の基礎知識Ⅰ 

5. 各障害別訓練法の基礎知識Ⅱ 

6. 各障害別訓練法の基礎知識Ⅲ 

7. テーマディスカッション 

8. 面接の基礎知識 

9. グループワーク（訓練法立案） 

10. グループワーク発表Ⅰ 

11. グループワーク発表Ⅱ 

12. 各種報告書及び関連書類について 

13. 関係法規 

14. 危険予知トレーニング 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、グループワーク, レポート、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・言語聴覚障害総論Ⅰ, 健帛社 

・言語聴覚障害臨床マニュアル, 協同医書出版社 

・標準言語聴覚障害学 言語聴覚障害学概論，医学書院 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     失語・高次脳機能障害学 

科 目 名 失 語 症 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 中園 貴大 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語の構造、情報処理について理解する.また，失語症の各症状について学び，失

語症状が発現するメカニズムを学ぶ． 

 

授業内容/

計画等 

1. 失語症の定義及び研究史 

2. 言語の構造及び情報処理Ⅰ 

3. 言語の構造及び情報処理Ⅱ 

4. 言語の神経学的基盤Ⅰ 

5. 言語の神経学的基盤Ⅱ 

6. 失語症の原因疾患 

7. 言語機能を説明するモデルについて 

8. 失語症状（発話面及び復唱障害） 

9. 失語症状（聴覚的理解障害） 

10. 失語症状（読字及び書字障害） 

11. 失語症状（数・計算の障害、近縁症状） 

12. 失語症状（随伴症状） 

13. 失語症の分類Ⅰ 

14. 失語症の分類Ⅱ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

標準聴覚障害学, 失語症学 第２版 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     失語・高次脳機能障害学 

科 目 名 失 語 症 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 中園 貴大 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

失語症Ⅰで学んだ失語症や周辺症状等についての評価や訓練について学ぶ. また, 

言語聴覚士として必要な失語症状の検査方法や訓練についての知識や考え方を理

解する.  

 

授業内容/

計画等 

1. 純粋型（各種限局した症状について） 

2. 失語症評価総論 

3. 失語症評価各論 総合的失語症検査Ⅰ 

4. 失語症評価各論 総合的失語症検査Ⅱ 

5. 失語症評価各論 各種掘り下げ検査Ⅰ 

6. 失語症評価各論 各種掘り下げ検査Ⅱ 

7. 評価演習 

8. 失語症者の回復に関する基本的原則 

9. 失語症訓練法総論 

10. 失語症訓練法各論Ⅰ 

11. 失語症訓練法各論Ⅱ 

12. 失語症の回復及び治療計画の立て方Ⅰ 

13. 病期における訓練・支援 

14. 後天性小児失語 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

標準聴覚障害学, 失語症学 第２版 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     失語・高次脳機能障害学 

科目名 失 語 症 Ⅲ 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

中 村 太 一 他  

失語症のデイサービス事業において言語聴覚士として実務を行っており，失語症の言

語障害に対する評価法や訓練法に関する豊富な臨床経験を有している． 

授業概要 

及び 

到達目標 

失語症の検査法・訓練法を学ぶことを目的とする．  

失語症Ⅰ・Ⅱで学んだ知識, 技術をより高度にするために, 講義の中に症例をビデオ

等で観察し, それに伴う検査法・訓練法を理解することができる．  

授業内容/

計画等 

1. 失語症の分類について 

2. 古典論との比較 

3. 失語症の８型の説明 

4. 皮質下性失語との関連 

5. 失語症と周辺障害 

6．失語症の検査法Ⅰ 

7 . 失語症の検査法Ⅱ 

8. 失語症の検査法Ⅲ 

9. 失語症の評価Ⅰ 

10. 失語症の評価Ⅱ 

11. 失語症と訓練法Ⅰ 

12. 失語症と訓練法Ⅱ 

13 . 失語症と訓練法Ⅲ  

14 . 復習 

15. 期末試験 

授業方法 講義・演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・参考図

書 

・言語聴覚士のための失語症学, 医歯薬出版 

・標準言語聴覚障害学 失語症学 第２版，医学書院 

 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     失語・高次脳機能障害学 

科目名 失 語 症 Ⅳ 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

中 村 太 一   

失語症のデイサービス事業において言語聴覚士として実務を行っており，失語症の言

語障害に対する評価法や訓練法に関する豊富な臨床経験を有している． 

授業 概要

及び 

到達目標 

前期の失語症Ⅲで授業を行った内容を基に知識, 検査等の拡充を行う. また, 各種

検査の説明と演習を行い, 授業で学んだ知識と技術を３年次の臨床実習で対象と

なる方を正確に評価・診断できるようにする.  

授業内容/

計画等 

1. 失読・失書（１） 

2. 失読・失書（２） 

3. 失語症研究法（１） 

4. 失語症研究法（２） 

5. 失語症検査全般 

6. SLTA演習 

7. SLTA演習 

8. 中間まとめ 

9. SLTA・WAB演習 

10. SLTA・WAB演習 

11. SLTA・WAB演習 

12. SLTA・WABのまとめ 

13. SLTA・WABのまとめ 

14. その他の検査演習 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

言語聴覚士のための失語症学，医歯薬出版 

標準言語聴覚障害学 失語症学 第 2版，医学書院 

その他  

 



58 

 

分 野  専 門 分 野 科目区分     失語・高次脳機能障害学 

科 目 名 高次脳機能障害学Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 中園 貴大 

授業 概要

及び 

到達目標 

高次脳機能障害の階層性と脳機能との関係を理解し,高次脳機能障害の各論（失

行，失認，視空間性障害，認知症，記憶障害，注意障害，遂行機能障害）について， 

定義，症候，病巣等を学習し理解を深める． 

授業内容/

計画等 

1. 高次脳機能障害とは 

2. 認知症の定義、診断、原因疾患、症状について 

3. 認知症の原因疾患、症状について 

4. 認知症の評価、分析、訓練について 

5. 認知症の非薬物療法について 

6. 認知機能の評価演習 

7. 認知機能障害について（定義、診断、訓練法） 

8. ①視知覚障害 

9. ②視覚認知障害 

10. ③聴覚認知障害、触覚認知障害、病識の障害 

11. 視空間障害について（定義、診断、訓練法） 

12. ①半側空間無視、地誌的見当識障害 

13. ②バリント症候群、視覚性運動失調 

14. ③構成障害 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

標準言語聴覚障害学 高次脳機能障害学 第 2版，医学書院 

高次脳機能障害学, 医歯薬出版 

その他 高次脳機能障害 ポケットマニュアル 
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分 野  専 門 分 野 科目区分     失語・高次脳機能障害学 

科 目 名 高次脳機能障害学Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 中園 貴大 

授業 概要

及び 

到達目標 

高次脳機能障害の階層性と脳機能との関係を理解し，高次脳機能障害の各論（記

憶障害，注意障害，遂行機能障害，脳梁離断など）について，定義、症候、病巣，評

価・分析及び訓練法の立案について学習し理解を深める． 

授業内容/

計画等 

1. 行為・動作障害について（定義、診断、訓練法） 

2. ①肢節運動失行 

3. ②視覚失調、視覚性運動失調 

4. ③観念性失行、観念運動性失行、口舌顔面失行 

5. ④その他の失行 

6. 前頭葉障害による高次脳機能障害について（定義、診断、訓練法） 

7. ①運動・動作・行為、言語に関係する症状 

8. ②注意、感情・性格・情動、保続に関係する症状 

9. 脳外傷後のコミュニケーション障害について 

10. 記憶の障害について（定義、診断、訓練法） 

11.       〃 

12. 失算について（定義、診断、訓練法） 

13. 脳梁離断について（定義、診断、訓練法） 

14. その他の高次脳機能障害について（定義、診断、訓練法） 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

標準言語聴覚障害学 高次脳機能障害学 第 2版，医学書院 

高次脳機能障害学, 医歯薬出版 

その他 高次脳機能障害 ポケットマニュアル 
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分 野  専 門 分 野 科目区分     言語発達障害学 

科 目 名 言 語 発 達 障 害 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

丹生 泉 

言語聴覚士として小児の臨床分野である発達療育センターにおいて、言語発達障害

の評価・訓練法全般に関する臨床経験を有している。実務経験後に本校の教員とし

て当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語発達障害の定義, 病態, 病理を理解し，言語発達障害がどのような障害なのか

を学ぶ.  

 

授業内容/

計画等 

1. 言語発達障害の定義   

2. 音韻, 語彙統語, 意味, 語用機能からみた言語・コミュニケーション障害 

3. 疾病分類（ICD10 , DSM-Ⅴ）の中の位置づけ 

4. 言語発達障害の病態 

5．発達病理（発生異常, 周産期異常）  

6. 関連する主要な疾患 ①自閉スペクトラム症 

7. 関連する主要な疾患 ②知的障害 

8. 中間まとめ 

9.  同上       ③学習障害 

10.  同上       ④多動性障害 

11.   同上             ⑤特異的言語発達障害                   

12.  同上       ⑥脳性麻痺  

13.  同上       ⑦重複障害, 先天異常 

14. 療育体制  

15. 期末試験   

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

＜使用テキスト＞ 

・ 言語聴覚士のための 言語発達障害学，医歯薬出版 

・ 標準言語聴覚障害学 言語発達障害学（２）, 医学書院 

 

 

 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     言語発達障害学 

科 目 名 言 語 発 達 障 害 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

丹生 泉 

言語聴覚士として小児の臨床分野である発達療育センターにおいて、言語発達障害

の評価・訓練法全般に関する臨床経験を有している。実務経験後に本校の教員とし

て当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

言語発達障害を鑑別する評価方法を学ぶ.  

1）診断の流れ（手順）を理解する 

2）診断に際して用いる各種検査の目的・特徴を理解する 

授業内容/

計画等 

1. 診断の流れ（手順） 

2．間接的評価Ⅰ（情報収集；主訴・現病暦・生育暦）  

3. 間接的評価Ⅱ（情報収集；現症・家族歴・教育歴）  

4．直接的評価Ⅰ（検査の種類）  

5. 直接的評価Ⅰ（検査の特徴）  

6. 発達検査の種類と特徴 

7. 知能検査の種類と特徴 

8. 中間まとめ   

9. 知的障害に対する検査の種類と特徴 

10. 自閉症スペクトラム症に対する検査の種類と特徴 

11. 発達性ディスレクシアに対する検査の種類と特徴 

12. 特異的発達障害に対する検査の種類と特徴       

13. 評価のまとめ方                           

14. 事例を通して評価法の選択 

15. 期末試験                     

授業方法 講義と演習 

成績評価 ・定期試験、レポートにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

＜使用テキスト＞ 

・ 標準言語聴覚障害学 言語発達障害学,  医学書院 

 

 

 

 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     言語発達障害学 

科 目 名 言 語 発 達 障 害 Ⅲ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

堤 芽生 

言語聴覚士として小児の臨床分野である発達療育センターにおいて、言語発達障害

の評価・訓練法全般に関する臨床経験を有している。実務経験後に本校の教員とし

て当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

言語発達障害児に適用する検査の実施方法を学ぶ．  

授業内容/

計画等 

1. 発達検査；   遠城寺式分析的発達検査        

2. 発達検査；   津守・稲毛式幼児発達質問紙 

3. 知能検査；   田中ビネー式知能検査  

4. 知能検査；   WPPSI知能検査,  WISC-Ⅳ知能検査          

5. その他検査； K-ABC心理・教育アセスメントバッテリー   

6. 言語検査；   ITPA言語学習能力検査 

7. 言語検査；   絵画語彙発達検査（ＰＶＴ‐Ｒ）,  質問－応答関係検査 

8. 言語検査；   <S-S法>言語発達遅滞検査  

9. 言語検査：  総復習 

10. 検査演習（１）発達検査法  

11. 検査演習（２）知能検査法① 

12. 検査演習（３）知能検査法② 

13. 検査演習（４）言語検査法①          

14. 検査演習（５）言語検査法② 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・検査の実技試験によって評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

＜使用する用具＞ 

絵画語彙発達検査  質問－応答関係検査  国リハ式＜S-S 法＞言語発達

遅滞検査 

WISC-Ⅲ知能検査法  K-ABC心理・教育診断アセスメントバッテリー 

ITPA言語学習能力検査 

＜使用するテキスト＞ 発達障害のリハビリテーション～多職種アプローチの実際 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     言語発達障害学 

科 目 名 言 語 発 達 障 害 Ⅳ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

堤 芽生 

言語聴覚士として小児の臨床分野である発達療育センターにおいて、言語発達障害

の評価・訓練法全般に関する臨床経験を有している。実務経験後に本校の教員とし

て当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

言語発達障害に応じた各種支援方法を理解する. 

 

授業内容/

計画等 

1. 指導・訓練における基本方針 

2. ピアジェ認知発達理論に基づいた指導の段階づけとその内容 

3. 言語発達段階に即した訓練内容①前言語期              

4.   同上           ②単語獲得期                   

5.  同上           ③幼児期前期  

6.  同上           ④幼児期後期 

7.   同上           ⑤総復習 

8.  働きかけの諸技法    ①意味・統合重視の指導・訓練                 

9.    同上           ②語用論的アプローチ,  AACによるアプローチ                    

10.   同上           ③TEACCHプログラム 他  

11.  障害別アプローチ法   ①広汎性発達障害,  知的障害         

12.  同上           ②学習障害        

13 .  同上          ③特異的言語発達障害    

14.  同上         ④特異的言語発達障害,  養育助言指導  

15. 期末試験       

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、レポート、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

＜使用テキスト＞ 

・ 言語発達障害訓練用ＣＤ 

・ 国家試験対策 言語発達障害学 虎の巻 平成 28年度版 

＜参考図書＞ 

・ 標準言語聴覚障害学 言語発達障害学（２），医学書院 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     言語発達障害学 

科 目 名 言 語 発 達 障 害 Ⅴ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

堤 芽生 

言語聴覚士として小児の臨床分野である発達療育センターにおいて、言語発達障害

の評価・訓練法全般に関する臨床経験を有している。実務経験後に本校の教員とし

て当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

実際に言語発達障害を有するお子さんに対する訓練プログラムを立案し,訓練を体験

することにより, 一人ひとりの課題に応じたアプローチ法を理解する. また, 訓練計画

案, 実施レポートの書き方を習得する.  

授業内容/

計画等 

1. 訓練実施に当たっての留意点 

訓練計画案,  訓練報告書のレポートの書き方  

2. 症例 1．－訓練プログラム立案 

3. 症例 1．－訓練実施 

4. 症例 2．－訓練プログラム立案               

5. 症例 2．－訓練実施                    

6. 症例 3．－訓練プログラム立案 

7. 症例 3．－訓練実施 

8. 症例 4．－訓練プログラム立案   

9. 症例 4．－訓練実施               

10. 症例 4．－訓練プログラム立案                 

11. 症例 5．－訓練実施                 

12. 症例 5．－訓練プログラム立案 

13. 症例 6．－訓練実施     

14. 症例検討まとめ               

15. 期末試験       

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・訓練計画案, 訓練実施報告書のレポート，定期考査の筆記試験にて評価する. 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・言語発達訓練 CD, 喜舎場国夫 編 

・国家試験対策 言語発達障害学 虎の巻 平成 28年度版 

・認知発達治療の実践マニュアル, 日本文化科学社 

・ＬＣスケール，学苑社 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     言語発達障害学 

科 目 名 脳 性 麻 痺 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

久保田珠美 他 

理学療法士として小児療育機関で脳性麻痺の治療に関わっており，脳性麻痺の全身

の運動障害と言語障害に対する見識と豊富な臨床経験を有している 

授業 概要

及び 

到達目標 

脳性麻痺児の臨床像, 特に全身の動きと口腔機能の関連を学習し, 脳性まひの 摂

食嚥下・言語機能に対する治療を理解する.  

 

授業内容/

計画等 

1. 脳性麻痺の概要（定義, 原因） 

2. 脳性麻痺の概要（分類, 合併症等） 

3. 脳性麻痺の概要（4つの類型 四肢麻痺, 両麻痺） 

4. 脳性麻痺の概要（4つの類型 片麻痺, アテトーゼ） 

5. 重症心身障害児の概要（臨床像の理解） 

6. 脳性麻痺の言語障害とコミュニケーション代償手段 

7. 脳性麻痺の摂食・嚥下障害  

8. 脳性麻痺児の姿勢運動の特徴① 

9. 脳性麻痺児の姿勢運動の特徴② 

10. 脳性麻痺児の 2次的障害 

11. 乳幼児や脳性麻痺児が使用する補装具について 

12. 上手に操作するための座位姿勢への工夫について 

13. 乳幼児や脳性麻痺児の抱っこや支え方などについて 

14. 脳性麻痺児への運動の促通を通したかかわりについて 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

小児の摂食・嚥下リハビリテーション, 医歯薬出版株式会社 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 音 声 障 害 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 

実務経験 

藤本 知宏 

言語聴覚士として病院において音声障害の評価・訓練法の全般に関する臨床経験を

有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている．  

授業 概要

及び 

到達目標 

正常音声や, 発声発語器官の解剖と機能などの基本事項の確認をするとともに音声

障害を生じる原疾患について理解していく. それにより, 音声障害について学ぶ基礎を

獲得する.  

授業内容/

計画等 

1. 音声障害の定義 

2. 音声の特徴 

3. 呼吸発声発語系の構造と機能 1（胸郭） 

4. 呼吸発声発語系の構造と機能 2（喉頭の解剖） 

5. 呼吸発声発語系の構造と機能 3（喉頭の筋） 

6. 加齢による音声の変化 

7. 音声障害の原疾患 1 

8. 音声障害の原疾患 2 

9. 音声障害の原疾患 3 

10. 音声障害の原疾患 4 

11. グループワーク（音声障害の原疾患について） 

12. グループワーク（音声障害の原疾患について） 

13. グループワーク発表 

14. グループワーク発表 

15. 定期試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、グループワーク、 レポート、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 音声障害, 健帛社 

・ 音声障害のクリニカルマネジメント, 医歯薬出版株式会社 

・ 標準言語聴覚障害学 発声発語障害学 第 2版, 医学書院 

・ 発話メカニズムの解剖と生理, インテルナ出版 

・ 新編 声の検査法, 医歯薬出版 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 音 声 障 害 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 

実務経験 

藤本 知宏 

言語聴覚士として病院において音声障害の評価・訓練法の全般に関する臨床経験を

有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている．  

授業 概要

及び 

到達目標 

1．音声障害の種類やその評価・診断法の習得 

2．音声障害の治療・訓練法の習得 

3．音声障害に関連する医療機器の知識の獲得 

授業内容/

計画等 

1. 音声障害評価総論 

2. 音声障害の種類について 

3. GRBAS尺度について 

4. 音声障害の診断 

5. 音声障害の治療法 

6. 気管切開・人工呼吸器について 

7. 音声障害の訓練法 1 

8. 音声障害の訓練法 2 

9. 音声障害の訓練法 3 

10. 音声障害の訓練法 4 

11. 無喉頭音声について 1 

12. 無喉頭音声について 2 

13. 無喉頭音声について 3 

14. 無喉頭音声について 4 

15. 定期試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、グループワーク、 レポート、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 音声障害, 健帛社 

・ 音声障害のクリニカルマネジメント, 医歯薬出版株式会社 

・ 標準言語聴覚障害学 発声発語障害学 第 2版, 医学書院 

・ 発話メカニズムの解剖と生理, インテルナ出版 

・ 新編 声の検査法, 医歯薬出版 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 運 動 性 構 音 障 害 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 

実務経験 

佐藤 朋子 

言語聴覚士として病院において，運動性構音障害の評価・訓練法全般に関する臨床

経験を有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 構音障害に関係する神経系・発声発語器官系の生理と日本語の構音方法につ

いて学習する.  

2. 運動性構音障害の発生機序とタイプ別の症状を理解する.  

授業内容/

計画等 

1. 発話のメカニズム（構音障害とは） 

2.     〃   （発声発語器官の構造） 

3.     〃   （発声発語器官の働き） 

4. 運動障害の分類 

5. 運動障害の種類 （運動麻痺） 

 6.      〃   （運動麻痺） 

7.     〃     （錐体外路性運動障害・運動失調） 

8. 発話と発声発語器官の特徴（痙性構音障害・弛緩性構音障害） 

9. 発話と発声発語器官の特徴（運動低下性構音障害・運動過多性構音障害） 

10.     〃          （失調性構音障害） 

11. 運動性構音障害のタイプ分類のまとめ 

12. 運動性構音障害の原因疾患 

13. 発語失行症について 

14. ディサースリアの評価 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 標準ディサースリア検査, インテルナ出版 

・ ディサースリア 臨床標準テキスト, 医歯薬出版 

・ 標準言語聴覚障害学 発声発語障害学 第 2版, 医学書院 

その他  

 

 



69 

 

分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 運 動 性 構 音 障 害 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 

実務経験 

佐藤 朋子 

言語聴覚士として病院において，運動性構音障害の評価・訓練法全般に関する臨床

経験を有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業概要及び 

到達目標 

前期に学んだ基礎理論をふまえ, 運動性構音障害の評価法と訓練方法を 

身に付ける.  

授業内容/

計画等 

1. 標準ディサースリア検査（概要 記入法） 

2.     〃       （実施手続き） 

3.      〃        （  〃  ） 

4.     〃       （  〃  ） 

5.     〃       （  〃  ） 

6.     〃       （  〃  ） 

7.     〃       （  〃  ） 

8. 評価（問題点の整理の仕方・訓練プランの立て方）  

9. 訓練（訓練理論） 

10. 具体的な訓練法  （呼吸機能へのアプローチ） 

11.   〃       （発声機能・鼻咽腔閉鎖機能へのアプローチ） 

12.   〃       （口腔構音機能へのアプローチ） 

13.   〃       （発話速度の調整法・プロソディー訓練） 

14.   〃       （ＡＡＣアプローチ） 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験（筆記・実技）にて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

＜テキスト＞ 

・ 標準ディサースリア検査, インテルナ出版 

・ ディサースリア 臨床標準テキスト, 医歯薬出版 

・ ディサースリアの基礎と臨床 第 3巻 臨床実用編, インテルナ出版 

・ 標準言語聴覚障害学 発声発語障害学 第 2版, 医学書院 

＜使用する用具＞ ディサースリア検査用具セット 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 器 質 性 構 音 障 害 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30 時間 

担当教員 

実務経験 

小西 敦子 

歯科医師としての実務経験が長く，臨床歯科・口腔外科領域に関わる器質性構音障

害の豊富な臨床経験を有している。 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 口唇口蓋裂と後天性の要因による構音障害について学ぶ.  

2. 言語聴覚士の役割を知る.  

3. 構音障害の評価と対応について学ぶ.   

授業内容/

計画等 

1. 口腔・顎・顔面の発生（口唇・口蓋） 

2. 顎の成長 鼻咽腔閉鎖機能 

3. 口唇口蓋裂の基礎知識（口唇口蓋裂の問題点） 

4.      〃         （口唇口蓋裂の問題点・治療方針） 

5.      〃         （言語） 

6.      〃         （手術） 

7. 口唇口蓋裂の臨床の実際（治療の流れと年齢による治療・臨床） 

8. 中間まとめ 

9.       〃           （鼻咽腔閉鎖機能・構音の評価） 

10.       〃           （治療・訓練・先天性鼻咽腔閉鎖不全症） 

11. 舌の形態異常と機能障害．咬合不全と機能障害 

12. 口腔習癖．口腔筋機能療法 

13. 口腔腫瘍（口腔に発生する腫瘍と治療, 再健手術, 上顎欠損・顎補綴） 

14.   〃  （舌切除, 手術後の構音の検査と評価, 訓練・舌接触補助床）  

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 標準言語聴覚障害学 発声発語障害学 第 2版, 医学書院 

・ 言語聴覚士のための基礎知識 臨床歯科医学・口腔外科学, 医学書院 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 機 能 性 構 音 障 害 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

中嶋 将人 

言語聴覚士として小児の臨床分野である発達療育センターにおいて，構音障害の評

価・訓練法全般に関する臨床経験を有している．実務経験後に専門学校教員として

当科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1.  構音の発達とそのメカニズムを学ぶ.   

2.  機能性構音障害の症状と評価・訓練法を理解する.  

授業内容/

計画等 

1. 発声発語器官の発達 

2. 構音の発達 

3. 機能性構音障害の定義・症状 

4. 異常構音 

5. 誤り音の聴取 

6. 臨床の流れ, 検査 

7. 評価（検査結果の分析） 

8. 評価（訓練の適応） 

9. 訓練（訓練の流れ） 

10. 訓練（具体的な技法） 

11. 訓練（具体的な技法） 

12. 症例検討 

13. 症例検討 

14. 期末前まとめ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 言語聴覚療法シリーズ７ 改訂 機能性構音障害, 建帛社 

・ 構音障害の臨床編－基礎知識と実践マニュアル－，金原出版 

・ 標準言語聴覚障害学 発声発語障害学，医学書院 

・ 新版 構音検査，千葉テストセンター 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 嚥 下 障 害 Ⅰ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

平岡 賢 

言語聴覚士として病院において嚥下障害に関わる評価・訓練法全般に関する臨床経

験を有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

摂食嚥下機能に関わる解剖・生理を理解する. 

 

授業内容/

計画等 

1. 嚥下機能のメカニズム（認知期） 

2. 嚥下機能のメカニズム（準備期Ⅰ） 

3. 嚥下機能のメカニズム（準備期Ⅱ） 

4. 嚥下機能のメカニズム（口腔期） 

5. 嚥下機能のメカニズム（咽頭期） 

6. 嚥下機能のメカニズム（食道期） 

7. 嚥下機能から見た症状別Ⅰ 

8. 嚥下機能から見た症状別Ⅱ 

9. 嚥下の病態Ⅰ 

10. 嚥下の病態Ⅱ 

11. 誤嚥性肺炎について 

12. 代償的栄養法Ⅰ 

13. 代償低栄養法Ⅱ 

14. 代償的栄養法Ⅲ 

15. 定期試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 標準言語聴覚障害学 概論，医学書院 

・ 嚥下障害ポケットマニュアル, 医歯薬出版株式会社 

・ 発話メカニズムの解剖と生理, インテル出版 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 嚥 下 障 害 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

平岡 賢 

言語聴覚士として病院において嚥下障害に関わる評価・訓練法全般に関する臨床経

験を有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業概要及

び到達目標 

・ 摂食嚥下障害に対する治療・訓練の手順, 方法を習得する 

・ 摂食嚥下障害に対する外科的治療方法を理解する 

授業内容/

計画等 

1. 言語聴覚士が行う検査（質問用紙） 

2.           （嚥下機能検査）Ⅰ 

3.           （嚥下機能検査）Ⅱ 

4.           （嚥下機能検査）Ⅲ 

5.      〃    （ＲＳＳＴ） 

6.      〃    （改訂水のみテスト, 嚥下反射誘発テスト） 

7. 言語聴覚士が行う検査（頚部聴診法）Ⅰ 

8. 言語聴覚士が行う検査（頚部聴診法）Ⅱ 

9. 嚥下機能補助検査（VF検査） 

10.      〃   現場実習（黒木記念病院）にて実施 

11.      〃   （VE, 筋電図、エコー検査等） 

12. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅰ（実技を含む） 

13. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅱ 

14. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅲ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験（選択問題, 穴埋め問題, 記述式問題）、レポート、実技試験にて 

評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 標準言語聴覚障害学 概論，医学書院 

・ 嚥下障害ポケットマニュアル, 医歯薬出版株式会社 

・ 発話メカニズムの解剖と生理, インテル出版 

＜使用する用具＞ 

・ 聴診器 ｋ-スプーン等 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 嚥 下 障 害 Ⅲ  選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

平岡 賢 

言語聴覚士として病院において嚥下障害に関わる評価・訓練法全般に関する臨床経

験を有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業概要及

び到達目標 

摂食嚥下障害に対する治療・訓練の手順, 手技を習得する. 

授業内容/

計画等 

1. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅳ（実技を含む）：アイスマッサージ法及び作成 

2. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅴ：頭頸部ストレッチ法 

3. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅵ：声帯内転訓練、氷なめ訓練、ブローイング訓練 

4. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅶ：嚥下反射促通手技、メンデルゾーン手技、 

裏声発声法 

5. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅷ：息こらえ嚥下法、頸部突出法、 

Ｋ－ｐｏｉｎｔ刺激法 

6. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅸ：バルーン法、スライス法、うなずき嚥下法 

7. 嚥下訓練（間接訓練）Ⅹ：口腔ケア 

8. 嚥下訓練（間接訓練）ＸⅠ；シャキ法、咀嚼法、唾液促通法、唾液抑制法 

９. 嚥下訓練（間接訓練）ＸⅡ；総まとめ 

10. 症例Ⅰ：脳血管疾患 

11. 症例Ⅱ：廃用症候群 

12. 症例Ⅲ：進行疾患 

13. 症例Ⅳ：器質性嚥下障害例 

14. 症例Ⅴ：まとめ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、レポート、実技試験にて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 標準言語聴覚障害学 概論，医学書院 

・ 嚥下障害ポケットマニュアル, 医歯薬出版株式会社 

・ 発話メカニズムの解剖と生理, インテル出版 

＜使用する用具＞ 

・ 聴診器 ｋ-スプーン等 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分     発声発語・嚥下障害学 

科 目 名 吃 音 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

平岡 賢 

言語聴覚士として病院において吃音に関わる評価・訓練法全般に関する臨床経験を

有している．実務経験後に本校の教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

吃音の定義を理解し, 吃音発生メカニズム, 吃音発生理論的背景をベースとして, 吃

音症状の特徴と経過吃音の検査及び評価を学ぶ. また, 吃音の間接訓練・直接訓

練を習得し, セルフヘルプグループについて理解する. 

授業内容/

計画等 

1. 吃音とは 

2. 吃音の定義 

3. 吃音の発生メカニズム 

4. 吃音発生の理論的背景 

5. 吃音の進展過程 

6. 初吃時の吃音行動 

7. 吃音症状分類（言語症状）Ⅰ 

8. 吃音症状分類（言語症状）Ⅱ 

9. 吃音症状分類（随伴症状）Ⅲ 

10. 吃音症状分類（工夫, 情緒性反応）Ⅳ 

11. 呼吸及び発声発語器官の機能検査 

12. 行動観察法 

13. 間接的訓練・直接的訓練 

14. セルフヘルプグループ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 言語聴覚療法シリーズ 13 吃音, 建帛社 

・ 標準言語聴覚障害学 概論 第 2版, 医学書院 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分    聴覚障害学 

科 目 名 小 児 聴 覚 障 害 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 1年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

中嶋 将人 

言語聴覚士として小児療育機関で小児の聴覚障害に関わる実務を経験しており，小

児聴覚障害の評価法・訓練法の幅広い臨床経験を有している．実務経験後に本校の

教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 聴覚障害が子供に及ぼす影響を知る.  

2. 聴覚障害の発生原因を知る.  

3. 聴覚障害の種類を学ぶ.   

4. 難聴児の言語獲得について学ぶ. 

授業内容/

計画等 

1. 聴覚障害総論（聴覚障害とは） 

2. 聴覚障害総論（聴覚障害とライフステージ）  

3. 聴こえのしくみ 

4. 聴こえのしくみ 

5. 小児聴覚障害の種類と特性Ⅰ（障害部位別に見た分類） 

6. 小児聴覚障害の種類と特性Ⅰ 

7. 小児聴覚障害の種類と特性Ⅱ（発症時期別に見た分類） 

8. 小児聴覚障害の種類と特性Ⅱ 

9. 小児聴覚障害の種類と特性Ⅲ（遺伝要因の有無別に見た分類） 

10. 小児聴覚障害の種類と特性      

11. 聴覚障害児の言語獲得 

12. 聴覚障害児の言語獲得    

13. 聴覚障害児の言語獲得 

14. 期末前まとめ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、レポート、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 言語聴覚療法シリーズ 5 改定聴覚障害Ⅰ－基礎編, 建帛社 

・ 標準言語聴覚障害学 聴覚障害学，医学書院 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分    聴覚障害学 

科 目 名 小 児 聴 覚 障 害 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

中嶋 将人 

言語聴覚士として小児療育機関で小児の聴覚障害に関わる実務を経験しており，小

児聴覚障害の評価法・訓練法の幅広い臨床経験を有している．実務経験後に本校の

教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 乳児期の音に対する反応の仕方とその発達について知る.  

2. 乳幼児の聴力の測定方法を学び, 発達段階に応じた検査の選定と施行ができる

ようになる.  

3. 選別聴力検査の意義と検査の時期, 方法について知る.  

授業内容/

計画等 

1. 乳幼児検査（歴史・概要） 

2. 新生児聴力検査  

3. 乳幼児検査（新生児スクリーニング AABR/OAE・早期発見の必要性） 

4. 乳幼児検査（BOA） 

5. 乳幼児検査（BOA実技） 

6. 乳幼児検査（COR） 

7. 乳幼児検査（COR実技） 

8. 乳幼児検査（ピープショウ検査） 

9. 乳幼児検査（ピープショウ検査実技） 

10. 乳幼児検査（遊戯聴力検査） 

11. 実技試験 

12. 実技試験 

13. 補聴器フィッテングの基礎 

14. 期末前まとめ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験（筆記・実技）にて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 言語聴覚療法シリーズ 5 改定聴覚障害Ⅰ－基礎編, 建帛社 

・ 標準言語聴覚障害学 聴覚障害, 医学書院 

・ 聴覚検査の実際 改訂 3版, 南山堂 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分    聴覚障害学 

科 目 名 小 児 聴 覚 障 害 Ⅲ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

中嶋 将人 

言語聴覚士として小児療育機関で小児の聴覚障害に関わる実務を経験しており，小

児聴覚障害の評価法・訓練法の幅広い臨床経験を有している，実務経験後に本校の

教員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 養育者への指導と援助の方法を知る.  

2. 訓練プログラムの立て方と訓練の進め方について学ぶ.  

3. 聴覚障害児に関連した教育・福祉制度を学ぶ. 

授業内容/

計画等 

1. 概要・聴覚学習 

2. 両親指導の重要性 

3. 指導・訓練（乳児期）  

4. 指導・訓練（乳幼児期・初期） 

5. 指導・訓練（乳幼児期・後期） 

6. 指導・訓練（児童期） 

7. 指導・訓練（青年期） 

8. コミュ二ケーションモードについて 

9. コミュ二ケーションモードについて  

10. 聴覚障害児の教育・福祉制度 

11. 症例検討 

12. 症例検討 

13. 症例検討 

14. 期末前まとめ 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 言語聴覚療法シリーズ 5 聴覚障害Ⅰ－基礎編, 建帛社 

・ 標準言語聴覚障害学 聴覚障害学，医学書院 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分      聴覚障害学 

科 目 名 成 人 聴 覚 障 害 Ⅰ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

佐藤 朋子 

言語聴覚士として病院において成人の聴覚障害に関わる実務を経験しており，成人

聴覚障害の治療・訓練法の豊富な臨床経験を有している．実務経験後に本校の教

員として当該科目の講義を担っている． 

授 業 概要

及び 

到達目標 

1．成人聴覚障害の特徴について学ぶ. 

2．音やことばの音響特性とオージオグラムへの記載の仕方を学ぶ. 

3．標準的な聴覚検査を施行できるようになる. 

授業内容/

計画等 

1. 成人聴覚障害の種類と特性 

2. オージオグラムと聴力型 

3.   〃       

4. 音やことばの性質 

5. 聴力検査の目的 オージオメーターについて 

6. 気導聴力検査（検査手順の説明） 

7. 気導聴力検査（陰影聴取とマスキングについての説明） 

8. 気導聴力検査（実技 1．） 

9. 気導聴力検査（実技 2．） 

10. 気導聴力検査（実技 3．） 

11. 骨導聴力検査（検査手順とマスキングについての説明）     

12.     〃   （実技 1．） 

13.     〃   （実技 2．） 

14.     〃    （実技 3．）,  

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 言語聴覚療法シリーズ 5  聴覚障害Ⅰ－基礎編, 建帛社 

・ 標準言語聴覚障害学 聴覚障害, 医学書院 

・ 聴覚検査の実際 改訂 3版, 南山堂 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分      聴覚障害学 

科 目 名 成 人 聴 覚 障 害 Ⅱ 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

佐藤 朋子 

言語聴覚士として病院において成人の聴覚障害に関わる実務を経験しており，成人

聴覚障害の治療・訓練法の豊富な臨床経験を有している．実務経験後に本校の教

員として当該科目の講義を担っている． 

授業 概要

及び 

到達目標 

前期の基礎理論と標準的な聴力検査の知識を基に, 各種の掘り下げ検査の技術や, 

評価・指導の方法を学ぶ.   

また, 関連する福祉制度や福祉機器についても知る.  

授業内容/

計画等 

1. 語音聴力検査（検査手順の説明） 

2.    〃  （実技） 

3.    〃  （実技） 

４． 内耳機能検査（自記オージオメトリ ABLB SISI  MCL・UC 検査手順の説明） 

5.    〃  （実技） 

6.    〃  （実技） 

7. インピーダンスオージオメトリ 

（ティンパノメトリ 耳小骨筋反射検査 検査手順の説明, 実技） 

8. 聴性電気反応検査 

9. その他の検査 

10. 後迷路性聴覚障害 

11. リハビリテーションのながれ  対象者のニーズの理解 

12. コミュニケーション手段 

13. コミュニケーションの支援 

（聴覚活用訓練  補聴支援システムの使用  カウンセリング） 

14. 視覚聴覚二重障害 

15. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

成績評価の

方法 

・定期試験、小テストにて評価する.  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト参

考図書 

・ 言語聴覚療法シリーズ 5  改訂 聴覚障害Ⅰ－基礎編, 建帛社 

・ 標準言語聴覚障害学 聴覚障害学,  医学書院 

・ 聴覚検査の実際 改訂 3 版, 南山堂 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分      聴覚障害学 

科 目 名 補 聴 器 選択・必修 必修科目  

開 設 期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 １単位 15時間 

担当教員 

実務経験 

宇留嶋 伸明 

認定補聴器技能者の資格を有しており，また聾学校において聴覚障がい児の補聴器

フィッティングの臨床に携わっており，補聴器に関する豊富な経験を有している． 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

補聴器の構造を知り, 補聴器の特性を理解した上で, 正しいフィッティング方法

を学ぶ.  

 

 

授業内容/

計画等 

 

1. 補聴器に必要な音の知識 

2. 補聴器の構造, 種類 

3. 補聴器の特性 

4. 成人への補聴器フィッティング 

5. 補聴器特性, 実習 

6. イヤモールド取りの実習 

7. 乳幼児への補聴器フィッティング  

8. 期末試験 

授業方法 講義と演習 

 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

 

テキスト参

考図書 

 

 

・ 言語聴覚療法シリーズ 6 聴覚障害Ⅱ－ 臨床編－ , 健帛社 

・ 標準言語聴覚障害学 聴覚障害学，医学書院 

その他  
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分 野 専 門 分 野 科目区分      聴覚障害学 

科目名 人 工 内 耳 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 3年次 後期 単位・時間 1単位 15時間 

担当教員 

実務経験 

門脇 嘉宣 

医師として大学病院にて人工内耳の埋め込み手術に携わっている．人工内耳の術式

に対する理解，及び言語聴覚士とのチーム医療に関わる豊富な経験を有している． 

授業概要 

及び 

到達目標 

人工内耳は高度難聴者の聴神経を電気的に刺激することによって, 音声 情報を中

枢に伝える内耳機能代行機器である.わが国では, およそ６５００人が埋め込み手術を

受けている. この場合, 機器を皮下に埋め込むため, 機器のトラブルが発生する可能

性もある. 聴覚障害のリハビリテーションの１つの選択肢として, 下記の側面から人工

内耳の理解を目標とする． 

1．人工内の構造と機能を理解できる 

2．人工内耳装用効果の評価を理解できる 

3．人工内耳装用下での聴能訓練を理解できる 

授業内容 

/計画等 

1. 人工内耳の構造と機能 

  １）体外装置  ２）体内装置 

2. 人工内耳適応判定のための検査 

  １）適応基準  ２）医学的検査  

3. 聴覚検査・言語検査 

   その他の検査 

4. 人工内耳手術 

5. 人工内耳のコード化法とマッピング 

  １）コード化法  ２）T/C レベルの測定 

6. 電極間バランスの調整 

  他覚的検査 

7. 人工内耳装用効果の評価と指導 

8. 期末試験 

授業方法 講義・演習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

教材・参考

図書 

・ プリント資料及びスライド 

その他  
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分 野  専 門 分 野 科目区分      臨床実習 

科目名 臨 床 実 習 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 3年次 前期 単位・時間 12単位 480時間 

担当教員 

実務経験 

指定された実習施設の担当言語聴覚士 

現在，病院や福祉施設において言語聴覚障害の実務に携わり，言語聴覚士の業務

を 5年以上遂行している． 

授業概要 

及び 

到達目標 

1. 症例に応じて必要な情報収集を行うことができる.  

2. 評価技術を適用して症例の問題点を抽出し, 障害像を把握することができる.  

3. 既存の訓練理論や技術をもとに、実際の症例に対する治療プログラムを 

立案することができる.  

4. 専門的な観点に立った必要事項の記録及び客観的で明確な文章による  報告

能力を身につけることができる.  

5. リハビリテーションスタッフとしての一員であることを認識し, 他部門と 

連携, 一専門職としての独自性の有り方を把握することができる.  

授業内容 

/計画等 

1. 各実習施設において, 4 週間, 8 週間, 合計 12週間の学外実習を行う.  

各実習施設においては以下の実習内容が考えられる.  

① 言語聴覚士としての日常業務全般の体験 

② 施設及び他職種業務の見学 

③ 症例の評価（検査, 診断） 

④ 訓練・指導の計画立案, 実践 

⑤ 臨床記録・報告書等の作成 

⑥ 症例レポート作成 

⑦ 臨床実習指導者からの課題レポート作成 

2, 実習終了後, 学外において症例報告会を行う. 

授業方法 実習 

成績評価の

方法 

・基礎的態度と臨床能力より評価する.全ての実習により総合的に評価する 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

教材・参考

図書 

・ＰＴ，ＯＴ，ＳＴのための脳損傷の回復期リハビリテーション 

・図解 言語聴覚療法技術ガイド，文光堂 

・言語聴覚療法 臨床マニュアル 改訂第 3版，共同医書出版会 

その他  
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分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 障 害 児 保 育 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 １年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

児玉 典子  

保育士，音楽療法士の資格を有しており，音楽を用いた保育の実務経験が豊富であ

る．保育の方法論について幅広い見識と経験を有する． 

授業 概要

及び 

到達目標 

1. 障害児の特性を理解し，全面的発達を促す援助方法，環境構成等について学ぶ.  

2. 発達支援の有用な音楽療法の理論と実践を学び，臨床に活かす.  

3．家族支援や関係機関，職員間との協働，連携の重要性について学ぶ． 

授業内容/

計画等 

1. 障害児の理解と発達の援助  

2. 音楽療法の理論と発達支援の方法と実際 

3. 感覚統合の発達 

4. 視覚・聴覚障害児への理解と援助 

5. 肢体不自由児への理解と援助 

6.  知的障害児への理解と援助 

7. 重症心身障害児・医療的ケア時の理解と援助  

8. 発達障害児の理解と援助① 

9. 発達障害児の理解と援助② 

10.  ワークショップ(音楽療法による発達支援の役割を理解する） 

11. ワークショップ(グループ分け、担当選定した練習） 

12. ワークショップ(実技を設定した演習） 

13. ワークショップ(障害児との関わりの中での実技） 

14. 講義の総括 

15.  期末試験 

 

授業方法 講義・演習 

成績評価の

方法 

・レポート・ワークショップ・授業内での演習・定期考査によって評価する 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材 

・ 障がい児保育  中山書店 

・ 資料配布 (知的障害のある子どもへの音楽療法) 明治図書 

その他 各授業の中で、わらべ歌・手遊び歌・楽器等を使用しての発達支援演習を行う。 
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分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 言語聴覚障害特論Ⅰ（手話） 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 １年次 前期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

松﨑 由加  

現在手話通訳士、レクレーション・インストラクターとしての資格をもち，聴覚障害者セ

ンターに勤務している．聴覚障害者との豊富なコミュニケーションの経験を有している． 

授業 概要

及び 

到達目標 

手話を理解し，日常生活の簡単な手話を通して聴覚障碍者とコミュニュケーションを

図る． 

1. 手話をコミュニケーションとする聴覚障害者について理解することができる． 

2. 言語である手話について理解し, 聴覚障害者と日常生活での簡単なコミュニケー

ションを行うことができる.  

授業内容/

計画等 

1. オリエンテーション 

2. 身振り 

3. 自己紹介（名前） 

4. 自己紹介（家族） 

5. 自己紹介（趣味） 

6. 数 

7. 仕事 

8. どこに行くの？ 

9. ろう者ゲストと会話をしてみよう 

10. 時間の表現 

11. 季節について 

12. 買い物をしよう 

13. ろう学校幼稚部との交流 

14. 講義総括 

15. 期末試験 

授業方法 講義・演習・実習 

成績評価の

方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材・ 

・ハジメテノ手話テキスト  

・手話学習・ボランティアの手引き 

その他  
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分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 言語聴覚障害特論Ⅱ（臨床見学実習） 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

実務経験 

指定された実習施設の担当言語聴覚士 

現在，病院や福祉施設において言語聴覚障害の実務に携わり，言語聴覚士の業務

を遂行している． 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

1. 障害の多様性を知り, 対象者の現状を包括的に理解できる.  

2. 様々な臨床見学を通し, 言語・コミュニケーションを支援する際の対象児・者の特

徴と問題を把握できる。  

 

 

授業内容/

計画等 

 

1. 実習期間は 1 週間とし, 実習開始時には学内にてオリエンテーションを実施する 

2. 指定された実習施設にて, 実習指導者の指導のもとに, 上記の目標が達成でき

るように実習を行う.  

  詳細については施設の指導者の指示を仰ぐ.  

 

 

 

授業方法 実習 

 

成績評価の

方法 

・基礎的態度と臨床能力より評価する  

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

 

テキスト・教

材 

 

 

・「リハビリテーション臨床実習」 医歯薬出版 

その他  

 

 

 



87 

 

分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 言語聴覚障害特論Ⅲ（言語聴覚障害研究法） 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 3 年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 

（実務経験） 

濱田美紀   （医療機関や福祉施設で管理栄養士としての実務経験を有する）  

梶原 寛   （総合病院の癌病棟で言語聴覚士の実務経験を有する） 

吉田玲子   （回復期の病院で言語聴覚士の実務経験を有する） 

武内泰馬   （総合病院で小児言語聴覚士の実務経験を有する） 

授業の概要

及び 

到達目標 

言語聴覚士と連携する他の職種の業務内容を知り，言語聴覚士との業務の接点を理

解することを目的とする． 

1．多職種連携の理念から，他の職種がどのような業務を遂行しているのか理解する

ことができる 

2．地域で実践されているケアシステムについて理解することができる 

3．臨床研究についての視点を持つことができる 

授業内容/

計画等 

1. 食べるということ～栄養素の働き～ 

2. 嚥下障害と誤嚥性肺炎 

3. 在宅で安全に食べられるための食品の選び方 

4.  急性リハの STの役割 

5.  がん患者への嚥下障害へのアプローチ 

6.  症例（グループワーク） 

7.  地域における小児言語療法の現状と課題 

8． 小児リハの内容と方法 

9.  小児における言語訓練のあり方 

10. 地域包括ケアシステムと介護予防 

11. 地域ケア会議、事例で考える言語聴覚士の役割 

12. 地域包括システムを考える（グループワーク） 

13. 我が国のおける地域包括システムの役割とは 

14．地域包括ケアシステム先進県のこれまでの歩み 

15．地域ケア会議の事例を通じて（グループワーク） 

授業方法 講義・演習 オムニパス形式 

成績評価の

方法 

・講義毎の小テスト及びレポート課題の合計で評価する 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

参考図書 【参考図書】言語聴覚障害概論（医学書院） 

その他  
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分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 専門臨床特論Ⅰ（介護技術） 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 １年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員  日隈武治 早田弥希 

実務経験 看護師，介護福祉士として病院や福祉施設に勤務し，かつ介護の実務に携わってい

る．その経験から，生活全般を支える介護技術や障害に応じた支援技術の豊富な経

験を有している． 

授業 概要

及び 

到達目標 

・ 介護の定義について理解する 

・ 生活全般を支える介護技術を習得する 

・ 障害に応じた支援技術を習得する 

授業内容/

計画等 

1. 介護とは  

2. 日常生活を支える基礎的な技術 

3. 住まいと環境の支援 

4. 生活の領域を支える支援技術 身じたくの介護 

5. 生活の領域を支える支援技術 移動の介護 

6. 生活の領域を支える支援技術 食事の介護 

7. 生活の領域を支える支援技術 排泄の介護 

8. 生活の領域を支える支援技術 睡眠の介護  

9. 生活支援技術演習Ⅰ 

10. 生活支援技術演習Ⅱ  

11. 生活支援技術 観察（バイタル測定） 

12. 生活支援技術 終末期の介護 

13. 障害に応じた支援技術 演習 

14. 障害に応じた支援技術 演習 

15. 期末試験 

授業方法 講義・演習 

成績評価の

方法 

・小テスト、演習、定期考査によって評価する 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキスト・教

材 

・ 生活支援技術Ⅱ, 中央法規 

その他  
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分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 専門臨床特論Ⅱ（画像撮影） 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 前期 単位・時間 1単位 15時間 

担当教員 江藤 芳浩 

 

到達目標 

 

最近の診断技術, 特に CT,MRI 等の画像診断の進歩は著しい. 画像診断のための脳

の解剖、機能、病気を理解し、症例の画像から脳機能等を診断できるようにする。 

 

 

授業内容/

計画等 

 

1. 頭頚部の解剖  

2. 脳の生理 

3. CT及び透視装置の原理/CT画像と脳解剖 

4. MRIの原理, MRI画像と脳の構造 

5. 脳血管障害（出血・梗塞・奇形等） 

6. 頭部外傷と脳腫瘍 

7. 胸部解剖と疾患の基礎 

8. 期末試験 

 

 

 

授業方法 

 

講義・演習 

 

成績評価の

方法 

 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100点）にて行う 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

 

テキスト・教

材・参考図

書 

・脳画像, 医学書院 

 

 

その他   
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分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 専門臨床特論Ⅲ（接遇講座） 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 2年次 後期 単位・時間 1単位 15時間 

担当教員 

実務経験 

山村 美穂子  

企業において接遇講座を担当しており，実際に社会人に求められる「接遇」の着眼点

や作法に対する豊富な経験を有している． 

 

授業 概要

及び 

到達目標 

 

社会人に求められる「接遇」の着眼点を学び, 相手への尊敬を柱とした作法を 

身につける.  

 

 

 

授業内容/

計画等 

 

1. 自己紹介 

2. 電話応対 

3. 来客の応対の仕方 

4. 指示の受け方・報告の仕方 

5. 面接対策 

6. 同上 

7. 社会人としての基本的行動 

8. 期末試験 

 

 

授業方法 

 

 

講義・演習 

 

成績評価の

方法 

 

・筆記試験と実技試験で評価する. 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60点

未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

 

テキスト・教

材 

 

 

・配布するプリント 

その他  



91 

 

分 野 選 択 必 修 分 野                 

科目名 卒 業 研 究 選択・必修 必修科目  

開設期 2023年度 3年次 後期 単位・時間 1単位 30時間 

担当教員 平岡 賢、藤本 知宏、佐藤 朋子、堤 芽生、中園貴大、中嶋将人 

実務経験 病院や小児の発達療育センターなどの言語聴覚障害の臨床現場において, 言語

聴覚障害の臨床研究の経験を積んでおり，言語聴覚障害研究の知識，技能を有

している． 

授業概要

及び 

到達目標 

言語聴覚療法分野においてグループごとに研究テーマを選定し, それに対して調

査・実験等を実施して結果分析や, 考察を行うことができる. そしてそれらの活動

を通して、言語聴覚障害研究の基本知識・技能を修得する.  

授業内容/

計画等 

1. 卒業研究について 

2. 研究テーマの選定について 

3. 論文の書き方 

4. 統計処理について 

5. 統計処理について 

6. 統計処理について 

7. レポート指導・修正 

8. レポート指導・修正 

9. レポート指導・修正 

10. レポート指導・修正 

11. レポート指導・修正 

12. レポート指導・修正 

13. 発表リハーサル・スライド修正 

14. 発表 

15. 発表 

授業方法 講義・演習 

成績評価

の方法 

・レポート、発表 

・成績評価は 100点を満点とし 60点以上を合格とする 

・成績の基準は S：90点以上、A：80点以上、B：70点以上、C：60点以上、D：60

点未満とする 

・再試験は 60点以上を合格とし、60点以上であっても科目成績は 60点と 

記録する 

テキス ト ・

教材 

参考図書 

・ はじめての研究法, 神陵文庫 

・ 論文のレトリック, 南江堂 

その他  

 


